
この自転車は一般用として設計されています。新聞配達などの業務用としてご使用にならない
ようお願いします。
仕様変更などによりイラストや内容が一部実車と異なる場合があります。

HYDEE.Ⅱ
（HY684）
取扱説明書

7 納車時に販売店から、HYDEE.Ⅱの使用方法について充分に説明を受けてください。
7 本書と保証書／点検・整備の記録は、紛失しないよう大切に保管し、ご活用ください。
7  盗難補償には加入手続きが必要です。盗難補償書に記載の期日（購入後20日）までにホームペー
ジからオンライン登録するか、またはロビンフッド手帳（保証書・盗難補償書）に記載のQRコー
ドから携帯電話でオンライン登録する、またはロビンフッド手帳のブリヂストンサイクル盗難補
償カード（ハガキ）に必要事項を記入の上、投函してください。
7 HYDEE.Ⅱを他の人にお譲りになる場合は、取扱説明書も一緒にお渡しください。
7 保証書は「販売店名、お買い上げ日」などの記入を確かめて販売店からお受け取りください。
記入がもれている場合は、販売店にご請求ください。

　お願い
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は
じ
め
に

前書き

このたびは、HYDEE.Ⅱをお求めいただきまして、まことにありがとうございました。
HYDEE.Ⅱはパワーアシストシステムを搭載している自転車です。自転車に乗れる方なら手軽に
乗ることができます。
しかし、自転車とは異なる点もございますので、お乗りいただく前に必ず、本書をお読みいた
だき、安全かつ軽快にご使用ください。
お子様がお使いになる場合は、保護者の方が本書を必ずお読みいただき、正しい乗りかたをご
指導ください。

本書では、正しい取り扱いおよび点検・整備に関する必要な事項を下記のシンボルマークで区
分しています。

Q 安全にかかわる注意情報を意味しています。

警　告 
取り扱いを誤った場合、死亡または重傷に至る可能性が想定される場合を示
してあります。

注　意 
取り扱いを誤った場合、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定され
る場合を示してあります。

要     点 正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。

安全上してはいけない「禁止」内容を意味しています。
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安
全
運
転
の
た
め
に

HYDEE.Ⅱを安全に使用するために

けんけん乗りをしない

けんけん乗りはしないでください。
けんけん乗りをした場合、HYDEE.Ⅱのパ
ワーアシストが作動して自転車だけが前に
進み、体が取り残される可能性があります。
また、転倒や接触事故につながるおそれが
あります。

凹凸の激しいところを走らない
（歩道の段差や、溝など）

フレームや車輪、またはドライブユニッ
トなどが損傷し、転倒によるけがのおそ
れがあります。また、タイヤが溝にはまっ
て転倒するおそれがあります。
8 自転車から降りて、押して歩いてください。

q警  告

停車しているときは、前後輪ブレー
キをかける。その際、ペダルに足を
乗せない。

不用意にペダルに足を乗せたときなど、
HYDEE.Ⅱのパワーアシストが作動する場
合があります。
8 停車しているときは、前後輪ブレーキを
かけ、ペダルに足を乗せないでください。

電動アシスト自転車の発進特性に不
慣れなうちは、車通りや人通りの多
い一般道で乗らない

8 電動アシスト自転車は普通の自転車より
軽いペダル踏力で発進できますが、慣れ
ないうちに普通自転車と同じ感覚でペダ
ルを強く踏み込むと、普通自転車以上に
加速するため、驚いて転倒したり衝突し
たりするおそれがあります。
8 慣れるまでは安全な場所でよく練習しま
しょう。
8 慣れるまでは「標準モード」でスタート
しましょう。
8 無理な走行（スピードの出しすぎ、急坂
の走行）をしないでください。
 年齢や体力に合わせた走行をしましょう。
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HYDEE.Ⅱを安全に使用するために

自分で改造しない

部品が破損したり、外れたりして転倒に
よるけがのおそれがあります。
8 修理や、パーツの取り付けは販売店にご
相談ください。

q警  告

アクセサリーや交換部品は純正部品
以外は使用しない

部品の破損などによりけがのおそれがあ
ります。
8 タイヤなどの消耗品やアクセサリーなど
の部品は、販売店にご相談の上、必ず純
正部品を指定して取り付けてください。
それ以外の市販品を使用しますと事故や
故障の原因になることがあります。
 また保証の適用が受けられない場合があ
ります。

夜間走行の前には必ず、バッテリー
の残量を確認する

前照灯（ライト）はバッテリーを電源とし
ていますので、バッテリー残量が減少して
アシスト走行ができなくなった後、しばら
くすると消灯します。消灯後の乗車は衝突
や転倒によるけがのおそれがあります。
無灯火での走行は法令で禁止されています。
夜間走行中に前照灯が消灯した場合は、
自転車から降りて押して歩いてください。

異常があるときは
乗らない

事故や転倒によるけがのおそれがあります。
8 メインスイッチが異常表示や異常点滅
（P81）しているなど、異常を発見したら
すぐに販売店にご相談ください。

パワーアシストシステム構成部品の
分解や注油をしない

故障や誤作動による事故やけがのおそれ
があります。
8 パワーアシストシステムのパワーユニッ
ト部やモーター部、コントローラー、バッ
テリーなどは大変精密な部品で構成され
ていますので、分解したり、注油したり
しないでください。
8 「故障したかな」と思ったときは、［もし
もこんなときは］（P77 ～ P84）を参照
の上、販売店にご相談ください。
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安
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自転車を安全に乗るために

手放しや傘をさしながらの運転はし
ない

バランスがとりにくくなり、転倒による
けがのおそれがあります。
8 合図する時以外は両手でしっかりハンド
ルを握って運転してください。

手やハンドルに荷物をかけたり、
ペットをつないだりしない

荷物やひもが車輪に巻き込まれたり、バ
ランスを崩して転倒し、けがのおそれが
あります。
8 荷物は、バスケットやリヤキャリヤに積
んでください。

飲酒時やかぜ薬など服用時、および
体調が優れないときは乗らない

運動機能が低下し、衝突などによるけがの
おそれがあります。

二人乗りはしない
（チャイルドシート（幼児用座席）を使用
して幼児を乗せる場合を除きます。）

転倒や落車などによるけがのおそれがあ
ります。

q警  告

乱暴な乗りかたはしない
（アクロバット的な乗りかたや急発進、急
旋回など）

転倒や落車などによるけがのおそれがあ
ります。

滑りやすい靴（サンダルなど）や、か
かとの高い靴などを履いて乗らない

足がペダルから外れて、靴（サンダルなど）
が前輪に接触するとハンドル操作ができな
くなったり、前輪に靴（サンダルなど）が
巻き込まれて転倒するおそれがあります。
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自転車を安全に乗るために

視界の悪いときは、無灯火で乗らない
（夜間やトンネル内や霧など）

見通しが悪くなり、また他の通行者から見
えづらくなり、衝突や転倒によるけがのお
それがあります。
8 夜間道路を走るとき、及びトンネル内を
走るときには必ず前照灯を点灯してくだ
さい。もし前照灯がつかないときは、押
して歩いてください。

車輪やチェーンに巻き込まれやすい
服装は避ける
（長いスカートや長いマフラーなど）

転倒によるけがのおそれがあります。
8 すそが広がっているズボンはバンドやゴ
ムで留めるようにしてください。

カーブで曲がる側のペダルを
下げない

ペダルが地面と接触し、転倒によるけが
のおそれがあります。

滑りやすいところでは乗らない
（積雪や凍結した道、濡れている鉄板やマ
ンホール、ぬかるみ、歩道の点字ブロック
など）

スリップして、転倒によるけがのおそれが
あります。
8 自転車から降りて、押して歩いてください。

積載条件から外れる荷物を積まない
（P65～ P66）

バランスを崩し、転倒によるけがのおそ
れがあります。

片側だけのブレーキ操作はしない

スリップして、転倒によるけがのおそれが
あります。
8 ブレーキは必ず前後ともにかけてください。

q警  告
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安
全
運
転
の
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車輪の脱着やハンドル、サドルの調整
後、締め付けを確認せずに乗らない

車輪やサドルが外れて転倒によるけがの
おそれがあります。
8 必ず乗る前に点検してください。

サドルやハンドルは引き上げ限界線
が見える状態で乗らない

サドルやハンドルが折れて衝突や転倒を
招き、けがのおそれがあります。

ブレーキの制動面やタイヤ、リムに
注油しない

ブレーキが効かなくなり、衝突によるけ
がのおそれがあります。

車輪・チェーンなどの回転部に手や
足、ものなどを近づけない
また、子供を近づけさせない

車輪やチェーンに巻き込まれ、けがをす
るおそれがあります。

幼児をチャイルドシート（幼児用座
席）に乗せたまま放置しない

安定が悪くなり転倒によるけがのおそれが
あります。

踏み台代わりなど走行以外に使わない

転倒によるけがのおそれがあります。

q警  告

自転車を安全に乗るために
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安
全
運
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自転車を安全に乗るために

幼児をチャイルドシート（幼児用座
席）に乗せるときは必ず、幼児にシー
トベルトと自転車用ヘルメットを着
用させなければなりません

8 これらを着用していないと、自転車が転
倒したとき、幼児が頭部を強打して大き
な危害につながるおそれがあります。
8 ヘルメットは、JIS T 8134（自転車用ヘ
ルメット）と同等以上の性能を持つ、幼
児用ヘルメットを着用させてください。

整備不充分のブレーキのままで走行
しない（P34、P85）
8 赤さびになったケーブル、ほつれたケー
ブル、大きく摩耗したブレーキシュー
などは制動力を低下させ、衝突・転倒の 
おそれがあります。速やかに販売店で、
点検・交換をしてください。
8 乗る前には安全な広い場所で、前後のブレー
キが正しく作動するか必ず確認してください。
8 ブレーキレバーの握りしろについては
「乗車前点検」の項目を参照してください。
8 雨天のときは、晴天のときより制動距離が
長くなります。スピードを控えて、早めの
滑らかなブレーキ操作をしてくだ さい。
8 後輪のローラーブレーキには専用グリス
の補給が必要です。1年毎、またはブレー
キをかけたときに音鳴りの発生や制動力
の異常を感じましたら、販売店でグリス
を補給してください。

q警  告

自転車が完全に止まってから降りる
自転車が完全に止まる前に飛び降りるよ
うにして降りると、バランスを崩して転
倒やけがのおそれがあります。

ヘルメット 
着用 

シートベルト 
着用 

幼児はチャイルドシート（幼児用座
席）を使用せずに乗せない

安定が悪くなり転倒によるけがのおそれ
があります。
（一部市販品で取り付けられない場合があ
りますので、ご購入前に必ず販売店にご
相談ください。）
8 16 才以下の方は、幼児を乗せて使用する
ことは法令で禁止されています。
8 ご使用に際しては、確実にチャイルド
シートが取り付けられているか（特に取
り付け金具やボルトなど）を必ず確認し
てください。
8 チャイルドシートを使用する場合は、両
足スタンドを使用してください。
8 使用中は、幼児の足や手が可動部にはさ
まれないよう注意してください。
8 チャイルドシートを使用する場合は、転
倒による事故のおそれがありますので、幼
児にシートベルトを着用させてください。
8 リヤチャイルドシート（後幼児用座席）
を使用する場合は、リヤキャリヤを必ず
ご使用ください。あわせて、ドレスガード
の装着をおすすめします。
8 幼児を乗せたまま駐輪しないでください。

走りながら携帯電話をかけたり、
メール操作などを
しない
片手運転と前方
不注意により、
衝突・転倒のお
それがあります。
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安
全
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の
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自転車を安全に乗るために

q警  告

ハブステップを使用しないこと

後ハブ軸にハブステップを取付け、2人乗
りで使用すると、ハブステップが破損して
転倒したり、事故を起こす危険があります。

歩行者に危害を及ぼすおそれのある
突起物を装着しないこと。

スポークの間にボールなどを入れて
走らないこと

車輪とフレーム、前ホークなどのすき間
にはさまって転倒するおそれがあります。

傘やステッキなどを車体に差し込ん
だり、ハンドルにバッグや荷物をぶら
下げて走らないこと

車輪に巻き込んだり、他の人や物にぶつけ
て、転倒や事故・けがのおそれがあります。

ブレーキレバーの遊びが大きくないこと

ブレーキレバーの遊びが大きいものは、
ブレーキが効かなくなることがあり、危
険ですので、すぐに販売店で点検を受け
てください。

2人以上で通行するとき、横に並ん
で通行しない

他の交通の妨げになったり、接触して、
事故を起こす危険があります。1列で通行
しましょう。

イヤホン・ヘッドホンを使用しなが
ら乗車しない

周囲の音が聞こえず、事故を起こすおそ
れがあります。
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自転車を安全に乗るために

変形したり破損した部品はすぐに交
換すること。Q

未組み立て及び未調整の自転車を使
用しないこと。

リフレクタが破損したり、汚れたま
ま使用しないこと。

幼児、児童が自転車に乗車する時は、
必ず自転車用ヘルメットを着用させ
てください。
また、幼児・児童以外の者が自転
車に乗車する時も、安全のためヘル
メットの着用をおすすめします。

Q

q警  告

チェーンが大きくたるんでいないこと

チェーンのたるみが大きくなると、走行
時にチェーンが外れやすくなり、危険で
すので、すぐに販売店で調整を受けてく
ださい。

夜間使用する時は、前照灯の点灯を
確認すること。Q

走行中、くつ先が前輪や前ドロヨケ
に接触しないようにする
（つま先でペダルを踏む。）

前輪の回転により、足やドロヨケが巻き
込まれて、事故を起こす危険があります。

Q

車道を通るときは、左側に沿って通
行します。

車道の右側通行は逆走になり、
危険です。
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自転車を安全に乗るために

q警  告

サドルの高さ調整
8 シートピンのレバー操作
 注意：  クイックレバー式シートピンは、カムレバーを開閉して「しまる」「ゆるむ」を行

います。カムレバーを回して締め付けるものではありません。

① カムレバーを「ゆるむ」の方向に開いて固定をゆるめ、サ
ドルを上下に調整してください。
② 固定するときは「しまる」の方向のAの位置までカムレ
バーを閉じて固定します。
③ カムレバーを閉じるときの力は、レバー先端に100N（10kgf）
～160N（16kgf）の力で閉じれるように、調整ナットの締め
具合を調整してください。
④ シートポストが十分に固定しなかったり途中でレバーが固
くて閉じれないときは、もう一度調整ナットの締め具合を
調整しなおしてください。

シートポストの
はめ合わせ限界
標識まで立パイ
プに入れてくだ
さい

立パイプ

はめ合わせ限界標識

MINIMUM
INSERT

しまる 

調整ナット 

シートポスト 

ゆるむ 

8 サドルの高さ限度
 警告： 最も高くした場合でも、シートポストのは

め合わせ限界標識が見えなくなるまで挿入
してください。限界標識が見えていると、
サドル（シートポスト）の折れや抜けにより
事故・けがのおそれがあり危険です。

サドルの高さ調整は運転中に行わないでください。

発進時はペダルを強く踏み込みすぎない

思わぬ急発進により転倒や衝突事故によるけがのおそ
れがあります。
8 一般の自転車のように強く踏み込まなくても、楽に発進
することができます。
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乗る前に必ず乗車前点検をする

8 乗る前には必ず点検を行ってください。
（P34～ P37）
8 不明な点がありましたら販売店にご相
談ください。

q注  意

正しい姿勢で走行できるよう調整する。

お買い求めの販売店でサドルやハンドル
の位置などを自分に合った高さに調整し
てもらいましょう。

自転車を安全に乗るために

軽くひじが 
まがるくらい 

両足のつまさ
きが地面につ
くくらいのサ
ドルの高さ

適正身長
145cm

通常の場合

軽くひじ 
がまがる 
くらい 

両足が地面に
しっかりつく
サドルの高さ

適正身長
157cm

幼児 2人同乗の場合
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山葉 
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4  信号機のない交差点では…
 信号機のない、見通しの悪い交差点
では、周囲の安全を充分に確かめて
から進みます。
7 曲がるときは合図をしましょう。
右折・左折とも、30m くらい手前
から合図をだします。
7 右折／右手を地面と平行に真横に
だします。
7 左折／右手を地面と平行に真横に
だし、さらにひじを直角に上に曲
げます。
7 停止／右手を斜め下にだします。

1  さあ、発進しましょう
7 走りだすときは、道路の左側から
発進します。
7周囲の安全確認を忘れずに。
7 後方から来る車にスタートの合図
をします。
7 スタートの合図のしかた
 右手を地面と平行に真横にだしま
す。  

2  道路の左側を走りましょう
 自転車は左側通行が原則です。また、
歩道のない道路では、つねに歩行者
優先を心がけましょう。

3  信号機のある交差点では…
 信号をしっかり守り、横断しましょう。
7 正面の信号が青のとき、直進、左折
ができます。
7 右折するときは、2段階右折をし
てください。
7 2 段階右折のしかた
 正面の信号が青になったら一旦向
こう側までわたり、止まります。次
に右側の信号が青になってから進
みます。

自転車の交通ルールについて

さあ、発進しましょう 1

信号機のある交差点では… 3

自転車横断帯があるところでは 7

子供のとびだしには、 
充分に気をつけましょう 

10

駐停車している自動車の横を 
通過するときは慎重に… 

8

踏切りでは… 6

HYDEE.Ⅱをより快適に、そして安全
に乗るため交通ルールを守って安全
運転を心がけましょう。安全に運転
するために以下のようなことに気を
つけてください。
守らないと衝突や転倒などによるけ
がのおそれがあります。

q警  告
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交差点での巻き込みに気をつける 9

信号機のない交差点では… 4

信号機のない交差点では… 4

歩道は歩行者優先です 5

道路の左側を走りましょう 2

信号機のない交差点では… 4

5  歩道は歩行者優先です
 自転車の通行が許可されている歩道
でも、歩行者の迷惑となる場合は、
一旦HYDEE.Ⅱから降りて車道寄りを
押して歩くようにしましょう。

6  踏切りでは…
 一旦 HYDEE.Ⅱから降りましょう。
 踏切りをわたるときは、踏切りの手
前で停車し、自転車の左側に降りて
ください。

 遮断機が上がっている場合も、安全
を確認してからわたるように心がけ
ましょう。

自転車の交通ルールについて

7   自転車横断帯があるところで
は…

 自転車横断帯の表示がある横
断帯ではそこを通行しなけれ
ばなりません。

8   駐停車している自動車の横を
通過するときは慎重に…

 駐停車している自動車や、渋滞など
で止まっている自動車は、急にドア
が開くおそれがあります。あらかじ
めスピードを充分に落としてから通
過するようにしましょう。

9   交差点での巻き込みに気をつ
ける

 交差点はいちばん事故が起こりや
すいところです。特に左折時の大型
車による巻き込み事故には充分に気
をつけましょう。左折時は周囲の安
全を確かめてから曲がるようにしま
しょう。

10   子どものとびだしには、充分に
気をつけましょう

 近くの公園や学校があるような道路
では、とくに子どものとびだしに気
をつけましょう。

11  自転車は車道通行が原則です
 道路交通法上、自転車は軽車両と位
置づけられています。したがって、
歩道と車道の区別のあるところでは
車道通行が原則です。

 但し、次の場合には歩道を通行する
ことができます。
7 道路標識等で指定された場合
7 運転者が児童、幼児等の場合
7 車道または交通の状況からみてや
むを得ない場合
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自転車の交通ルールについて

さあ、発進しましょう 1

信号機のある交差点では… 3

自転車横断帯があるところでは 7

子供のとびだしには、 
充分に気をつけましょう 

10

駐停車している自動車の横を 
通過するときは慎重に… 

8

踏切りでは… 6

交差点での巻き込みに気をつける 9

信号機のない交差点では… 4

信号機のない交差点では… 4

歩道は歩行者優先です 5

道路の左側を走りましょう 2

信号機のない交差点では… 4

自転車のルールを守って、安全走行
●止まって確認、らくらく発進
●ライトをつけて、らくらく走行

7 長い下り坂でのブレーキ操作は…
 長い下り坂でブレーキをかけっぱなしに
すると、ブレーキシューが加熱してブ
レーキが効かなくなるおそれがありま
す。ブレーキは小刻みにかけましょう。

気を 
つけて 

の標識があるところでは…
必ず一旦停車し、周囲の安全を確
認してから走りだしましょう。

横断歩道をわたるときは一時
停止を忘れずに！
横断歩道の手前で一旦停車し、安
全を確認してから進みましょう。

の標識・表示があるところでは…
歩道の中央から車道よりを、また
は標識や表示に指定されていると
ころを通行することができます。
ただし、歩行者の迷惑にならない
ようにつねに周囲の状況に気を配
り、場合によっては一時停止をし
ましょう。

スピードのだしすぎや急ブ
レーキはやめましょう

スピードのだしすぎや急ブレーキは転倒
や追突のもと。特に下り坂や雨の日、ぬ
れた路面などはすべりやすいので、ブレー
キ操作に気をつけましょう。
また、カーブや交差点などではスピード
を充分に落とし、ゆとりあるブレーキ操
作で安全運転を心がけましょう。
7 ブレーキをかけるときは…
 ブレーキは、後ろブレーキ（左レバー）
を早めに必ず前後ともにかけます。片
側だけのブレーキ操作は転倒や横すべ
りの原因になります。
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ペダル踏力 

アシスト力 

ペダル踏力：アシスト力＝1：2（最大） アシスト比率逓減 

ペダル踏力：アシスト力 
＝1：0 
（24km/h以上は人力のみ） 

速度（時速） 

発進 平坦 
平坦 

0km/h 10km/h 24km/h

駆
動
力 

登坂 

HYDEE.Ⅱのアシストシステムは、ペダルを踏む力に補助的な力を加えて走行を助けてくれるシ
ステムです。
モーターのアシスト力には法令基準により制限がありますが、2008 年 12月より法令改正があ
り、それまでよりもペダルを踏む力の負担が軽減されるようになりました。
新しい法令基準では、
・スタート～走行速度 10km/h … ペダル踏力：アシスト力 = 1：2（最大）
・走行速度 10km/h ～ 24km/h … 走行が速くなるにつれてアシスト力は徐々に弱まります。
・走行速度 24km/h 以上 … アシスト力はゼロになり通常の自転車走行になります。

6 HYDEE.Ⅱの健康増進効果
 HYDEE.Ⅱは普通の自転車よりも坂道などの影響を受け難いため、負荷が軽い運動を長時間
持続しやすいという特長があります。

 つまり酸素を身体に取り入れながら運動をする、「有酸素運動」の格好な手段です。
 有酸素運動はエネルギー源として、主に脂肪を燃焼・消費するため、ダイエット効果が見込
まれます。

 HYDEE.Ⅱは移動をしながら、気軽にかつ持続的に有酸素運動ができ、健康に良いというこ
とが言えます。

6 ペダル踏力とアシスト力の比率

HYDEE.Ⅱのしくみ

ここでは、オートエコモードプラスを使用せずに走行した場合のアシストについて説明して
います。

要　点
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各部の名称

後輪ブレーキレバー 
 （左側） 

前輪ブレーキレバー（右側） 

ハンドル 

ハンドルステム 

タイヤ 
ペダル 

前ドロヨケ 

スピード（車速）センサー 

クランク 

フレーム 

シートピン 

シートポスト 

ドライブユニット 
後ブレーキ 

スタンド 

リヤ 
リフレクター 

後輪錠 バッテリー 
ロック 

ホイール 
リフレクター 

変速グリップ チャイルドシート 

（ハンドル左側）メインスイッチ 

にぎり 

サドル 

ドレスガード 

スポーク 

リム 

バルブ 

テモトデロック 

リヤキャリヤ 

バッテリー 
ホイール 
リフレクター 

チェーン 

  前照灯（ライト） 

前ブレーキ 

 

メインスイッチ 

  走行モード 
  切替ボタン“△” 
（アシストアップ） 

  走行モード 
  切替ボタン“▽” 
（アシストダウン） 

走行モードランプ ライトボタン 

電源ボタン 

照度センサー 

バッテリー残量メーター／残りアシスト 
走行可能距離メーター／スピードメーター 

メーター表示 
切替ボタン 

ライト点灯ランプ 

メーター表示ランプ 

キーを失くしたときは
裏表紙の［キー番号記入欄］にキー
番号を控えておいてください。
万一、キーを紛失した場合、番号
を控えておくことにより、キーの
作製が可能です。
キーの作製については、ご購入店
にご相談ください。（有料）

専用充電器

（急速充電器［標準付属品］）
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HYDEE.Ⅱはリチウムイオンバッテリーを装備しています。リ
チウムイオンバッテリーは軽量で電池容量に優れたバッテ
リーですが、以下の特性があります。
8 過度に暑い環境／寒い環境で性能が低下する。
8 使用していなくてもわずかずつ放電する。
8 新品は性能が安定するまで数回使用する必要がある。

また、HYDEE.Ⅱのバッテリーは、コンピューターを内臓して
おり、バッテリー残量の目安や異常の発生をバッテリー残量
ランプでお知らせします。
バッテリー残量は、バッテリーの残量表示ボタン“ ”を押
すことで約 5秒間点灯してお知らせします。
バッテリー残量の目安については「バッテリー残量の確認」
をご参照ください。（P40）異常点滅については「もしもこん
なときは」をご参照ください。（P77～ P84）

バッテリーの特徴

HYDEE.Ⅱに使われているバッテリーとは

駐輪時、バッテリーを取り外した状態で接続端子が雨水にぬれていてもご使用いただけます。

要　点

6 バッテリーの温度が上がると、アシスト力が低下することがあ
りますが、システム保護制御が作動したためであり故障ではあ
りません。バッテリーの温度が下がると回復します。また、シ
フト位置を通常使用しているシフト位置よりシフトダウンして
ご利用いただくと、回避することができます。（たとえば＜ 2＞
→＜ 1＞速にする、など）

6 バッテリーの温度が下がると、一充電当たりの走行距離が短く
なったりアシスト力が低下することがありますが、リチウムイ
オンバッテリーの特性であり故障ではありません。温度が上が
ると回復します。また、バッテリーを温度 15～ 25℃の室内で
保管してからご使用いただくと、病状を軽減することができま
す。

6 使用していなくても、わずかずつ放電します。ご使用いただく
前に充電することで回復します。

6 新品時は走行距離が短いときがありますが、数回ご使用いただ
き充電すると、本来の性能になります。

バッテリーの特性

バッテリー残量表示ボタン 

バッテリーボックスの 
バッテリー残量ランプ 
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バッテリーの交換について

バッテリー容量は、充放電を繰り返し（700 ～ 900 サイクル※1）行うと、新品のときの約半
分にまで低下します。また、長期間保管しているときも、わずかずつですがバッテリー容量は
低下します。バッテリー容量が低下すると一充電当たりの走行距離が短くなり、アシスト力が
弱く感じることがあります。充電しても回復する兆しがなければバッテリーの交換時期です。
できるだけ早めにバッテリーを交換してください。なお、この場合の交換は有料になります。

※ 1　 充放電の「1サイクル」とは、満充電にしたバッテリーをバッテリー残量が 0（ゼロ）
になるまで使用し、再び満充電にする一連の工程をいいます。

バッテリーの寿命と交換

長期間の使用によりバッテリー容量の低下が想定されるため、バッテリー交換時期の目安とし
て長期使用をお知らせする機能を備えています。
お知らせ開始年数※2 またはお知らせ開始総充電容量※3 のいずれか
一方に達すると、バッテリーを充電器に接続してから約 2秒間、バッ
テリー残量ランプが 4灯同時に速く点滅（約 0.1 秒間隔）してお知
らせします。
長期使用をお知らせする条件は下表のとおりです。

リチウムイオン
バッテリー 8.7Ah

お知らせ開始年数※2 お知らせ開始総充電容量※3

10.0 年 7000Ah

※ 2　 お知らせ開始年数とは、新品時、最初に充電したときからバッテリー内コンピューター
が積算を始めて現在までの累積期間です。

※ 3　 お知らせ開始総充電容量とは、新品時、最初に充電したときから現在までの充放電を繰
り返した結果、充電された容量の総和です。

長期使用お知らせ機能

8 長期使用のお知らせを約 2秒間表示したのち、自動的に充電が始まります。
8 長期使用お知らせ機能が作動しても引き続きお使いいただけますが、一充電当たりの走行
距離が短く、アシスト力が弱く感じる場合はバッテリーの交換時期です。バッテリーの交
換については、販売店にご相談ください。

要　点
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使用済みバッテリー 
（回収リサイクルへ） 

新品バッテリー 
（お買い求め） 

リサイクルマーク 

6 バッテリーの不調を感じたら、販売店にご相談ください
 バッテリーに不調を感じたら、まず「もしもこんなときは」（P77～ P84）をお読みください。
それでも回復、改善しない場合は、販売店にご相談ください。

6 バッテリーの保証について
 リチウムイオンバッテリーには、一定期間内における著しい劣化および故障に対して、保証
が付帯しています。保証に関する詳細は、保証書をご
覧ください。

● バッテリーのリサイクルにご協力ください
 リチウムイオンバッテリーは、「資源の有効な利用の促
進に関する法律（資源有効利用促進法）」で、使用後の
回収および再資源化が義務付けられています。

 交換時期が来て、使用済みになったバッテリーは、販
売店でリサイクルしてもらってください。小さな積み
重ねが地球の限られた資源を有効活用します。

バッテリーの交換に関するお願い

バッテリーの交換について
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バッテリーや充電器を使うとき

q警  告

バッテリーを落としたり、衝撃を与
えない
発熱、発火、破損、故障の原因となります。

バッテリーケースに破損や傷つきが
あるとき、または異臭がするときは
使用しない
液漏れなどにより、やけどやけがなどの
おそれがあります。
8 異常を感じたときは、すぐに販売店にご
相談ください。

バッテリー底部の接点を短絡（ショー
ト）させない
発熱、発火、感電の原因となります。

バッテリーの分解や改造をしない
発熱、発火、破損、故障の原因となります。

専用充電器を使用する
発熱、発火、破損、故障の原因となります。

バッテリーに水をかけたり、水の中
に入れない
発熱、発火、破損、故障の原因となります。

バッテリーを火中に投入したり、過
熱しない
発熱、発火、破損、故障の原因となります。
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バッテリーや充電器を使うとき

q警  告

充電器を水でぬらしたり、雨中で使
用しない
感電や火災、故障の原因になります。

専用充電器は他の電気機器に使用し
ない
他の電気機器などに使用すると、火災や
破裂の原因になります。

充電器を分解したり、改造しない
火災や感電の原因になります。

電源プラグのほこりなどは定期的に
取る
湿気などで絶縁不良となり、火災の原因
になります。

充電端子にボタン電池や乾電池を接
触させない
破裂・発火のおそれがあります。

コードが損傷しているときは使用し
ない
火災や感電のおそれがあります。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や発熱に
よる火災の原因になります。

充電端子を金属などで短絡（ショー
ト）させない
発熱、発火、感電のおそれがあります。

コードの上に物を乗せたり、はさん
で固定しない
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを取り扱った
り、充電端子に触れたりしない
感電するおそれがあります。
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q警  告

電源コードを束ねた状態で使用した
り、充電器本体に巻きつけて保管し
ない
電源コードの損傷により、火災や感電な
どの原因となるおそれがあります。

コンセントや配線器具の定格を超え
る使いかたはしない
たこ足配線などで定格を超えると、発熱
による火災の原因になります。

幼児やペットが触れるところに放置
しない
感電や火災、故障の原因になります。

充電中に周囲にカバーをしたり、上
に物を置かない
内部が発熱し、火災のおそれがあります。

充電中は長時間、皮膚を充電器の同
じ場所に触れさせない
充電中は 40℃～ 60℃になる場合があり、
低温やけどのおそれがあります。

ガソリンなどの引火物や引火性ガス
の近くでは充電しない
火災や爆発などの原因となることがあり
ます。

バッテリーや充電器を使うとき

q注  意
バッテリーを他の電気機器に使用しない
他の電気機器に使用すると故障の原因となります。
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充電に適した環境

過度に暑い場所や寒い場所では正しく充電できないことがあります。以下の充電に適した環境
で行ってください。
8 温度が 15～ 25℃の室内
8 雨や水にねぬれないところ
8 直射日光が当たらないところ
8 風通しがよく湿気がないところ
8 平坦で安定するところ
8 幼児やペットが触れられないところ

8 テレビやラジオにノイズが発生する場合は、場所を移動して充電を行ってください。
8 充電待ちになったバッテリーが充電できる温度に下がるまで、室内の温度が高いほど時間
を要します。室内の温度が 30℃の場合、以下の時間が必要になる場合があります。

 　リチウムイオンバッテリー 8.7Ah：約 5時間
8 正常に充電を開始しても、充電途中でバッテリー内部が規定の温度を超えたとき、バッテ
リー保護のために自動的に充電を中断します。この場合、充分に充電されないことがあり
ますので、しばらくバッテリーを冷ました後、充電に適した環境で再度充電してください。

要　点
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バッテリーロック 

後輪錠を施錠して、キーを取り外します。

バッテリーロックにキーを差して、時計方向に回します。

バッテリーロックが解除されます。

バッテリーのグリップを持ち、斜めに倒しながら上へ
引き出してバッテリーを取り出します。

充電をします。（P30～ P32）

1

2

3

4

5

6

7

バッテリーを取り外した後、反時計方向へ回してロッ
クします。

バッテリーの脱着

バッテリーの取り外しかた

ロックした後、キーを忘れずに抜き取ってください。

q注  意

メインスイッチのランプ類が消灯して、電源が切れて
いることを確認します。電源が入っている場合は、メ
インスイッチの「電源」ボタンを押して電源を切ります。

駐輪時、バッテリーを取り外した状態で接続端子が雨
水にぬれていてもご使用いただけます。

要　点

電源ボタン 
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ツメ 

ガイド 

車両側のガイドにバッテリーのツメを合わせながら、
ゆっくりとバッテリーを差し込みます。

1

バッテリーの取り付けかた

バッテリーの脱着

車両側のバッテリー装着部にゴミなどが付着していな
いことを確認してください。

q注  意

バッテリー挿入時、指などをはさまないようにしてく
ださい。

q警  告

バッテリーの上部を押し込みます。
中央まで入るとカチッと音がしてロックされます。
装着後、バッテリーを手前に引いて、確実に装着ロッ
クされていることを確認してください。

2

キーをロックに差し込んだままでもバッテリーは取
り付けられますが、そのときはバッテリー上部が中央
まで入ったら、キーを押しながら反時計方向に回して
ロックし、キーを抜いてください。

要　点

バッテリーが確実に装着されていないと、バッテリー
が落下するおそれがあります。

q警  告
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ガイド 

電源プラグ 

ツメ 

バッテリー 

充電器 

電源に接続 

斜めにして、ツメ 
をガイドに沿わせ 
て差し込む。 

A

充電器を電源に接続し、バッテリーを充電器に差し込
むだけで、自動的に充電できます。

充電器の電源プラグを家庭用のコンセント（100V）に
接続します。

バッテリーを斜めにして、バッテリーの 2か所のツメ
を充電器のガイドに沿わせ、充電器に差し込みます。

バッテリーの上部をＡの方向へ押すようにして、確実
に接続します。

このHYDEE.Ⅱのバッテリーは車両から取り外し、専用充電器を使用して充電してください。

1

2

3

充電のしかた

充電器のつなぎかた

バッテリーにガタがないことを確認してください。

要　点

充電状態を充電器の充電ランプとバッテリーのバッテ
リー残量ランプで確認します。
充電状態は「充電状態の見かた」をご参照ください。
（P31）

4

充電中に異音や異臭がしたり煙がでるなど異常に気
がついたら、ただちに充電器の電源プラグを抜き、
バッテリーを取り外してください。

q警  告

充電の完了を確かめ、バッテリーを充電器から取り外
します。
充電が完了すると、充電器の充電ランプとバッテリー
のバッテリー残量ランプが消灯します。
充電器を押さえながらバッテリーのグリップをもって
手前に倒し、上側に引き出します。

5

充電ランプ 
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充電の確認

充電状態の見かた

充電ランプ
の表示

バッテリー残量ランプ
の表示

状態

緑色に点滅 4灯同時点滅

バッテリーの内部が高温のとき、またはバッ
テリーが過度に冷えているときは、充電器
の充電ランプが緑色に点滅し、またバッテ
リーのバッテリー残量ランプ全てが点滅し
て、充電待ちの状態をお知らせします。こ
のような場合は、一旦充電を中止し、バッ
テリーの充電に適した環境で再度行ってく
ださい。

緑色に点滅 充電器接続時 1灯点滅

充電開始前の準備状態です。しばらくする
と充電が開始されます。

緑色に点灯

正常に充電しているときは、充電器の充電
ランプは緑色に点灯します。バッテリーの
バッテリー残量ランプは現在の残量分の一
番右側のランプが点滅します。

充電が進むと、バッテリーのバッテリー残
量ランプが 1灯ずつ増えていきます。それ
に伴い点滅するランプも右側に移動します。

消灯 消灯

充電が完了すると、充電器の充電ランプと
バッテリーのバッテリー残量ランプは消灯
します。

8 充電待ちになったバッテリーが充電できる温度に下がるまで、室内の温度が高いほど時間
を要します。室内の温度が 30℃の場合、以下の時間が必要になる場合があります。

 　　・リチウムイオンバッテリー 8.7Ah：約 5時間
8 正常に充電を開始しても、充電途中でバッテリー内部が規定の温度を超えたとき、バッテ
リー保護のために自動的に充電を中断します。この場合、充分に充電されないことがあり
ますので、しばらくバッテリーを冷ました後、充電に適した環境で再度充電してください。

要　点

充電の状態は、充電器の充電ランプとバッテリーのバッテリー残量ランプで行います。
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充電時間の目安

  充電時間 
（充電待ちの時間は除く） 

充電開始 

充電待ち 

充電終了 充電時間は、バッテリー内部の温度により異なります。ま
た、お買い求めいただいたHYDEE.Ⅱに装備されているバッ
テリーの種類（容量）によっても異なります。

装備バッテリー リチウムイオンバッテリー 8.7Ah

装備充電器 急速充電器

バッテリーを残量ランプの 1灯点滅まで使用したとき、満充
電までの充電時間はおおよそ以下のとおりです。

充電時間 約 2時間 30分

充電中異常に気づいたら、ただちに充電器の電源プラグをコ
ンセントから抜いて、バッテリーを充電器から取り外してく
ださい。

q警  告

充電時間の目安は、充電待ち時間（バッテリー内部温度が
充電できる温度に下がるまでの時間）は含まれていません。

要　点
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bリヤ 
　リフレクター 

bホイール 
　リフレクター 

z にぎりの固定 
にぎりに力を入れても回ったり、 
抜けないこと。 

メインスイッチの電源を
切って点検してください。 

要　点 

e パワーアシストシステムの作動 
発進してパワーアシストシステムがしっかり作動するかを確認します。
このときパワーアシストシステムからふだんと異なる音がしたり、
煙や異臭など異常を感じた場合は、ただちに乗車をやめて販売店に
ご相談ください。 

パワーアシストシステム機構の内部は精密部品で構成されています
ので、分解したりしないでください。万一、異常が感じられる場合
はすみやかに販売店にご相談ください。 

注　意 

●乗車前点検を必ず実施してください。 
●点検で異常が認められた場合は、すみやかに
販売店で点検してください。 
●わからないことや難しいと感じた時は、販売
店にご相談ください。 

警　告 

●走行する前に確認する項目 z～⁄8 
●走行してすぐに確認する項目 q～e

乗車前点検
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c ハンドルの状態 
ハンドルを上下左右／前後方向に動かし、がたつきがないかを確認します。また、
ハンドルが前輪と直角になっているかを確認します。 
ハンドルの高さは、サドルにまたがってハンドルバーを握ったときに軽くひじが曲
がるくらいが適切です。 

n ペダルなど、可動部のがたつき 
ペダルなど可動部にがたつきがないか、スムーズに回転するかを確認します。 
がたつきがあるときはボルトなどの増し締めをします。 

x ベルの鳴り具合 
ベルが鳴るか、動きが悪くないかを確認します。 

q 変速機の作動 
走行中に変速機が作動しないときや、操作性が悪い場合には販売店にご相談ください。 

b フロントリフレクター／リヤリフレクター／ホイールリフレクターの汚れ
と破損 

リフレクターに汚れや破損がないかを点検します。汚れは拭き取ります。また、
損傷している場合は交換してください。 

v ブレーキレバーの握りしろ 
前後のブレーキレバーを握って、レバーとハンド
ルグリップとの間が約1/2でブレーキがきくかを
確認します。 
ブレーキレバーの握りしろが大きすぎるときも小
さすぎるときも、販売店で点検・調整を受けてく
ださい。 

w 前照灯の点灯／照射角度 
前照灯の光軸中心が10m前方の路面部を照らしているか確認します。 
 
 
 
  
前照灯（ライト）の点灯、消灯は、メインスイッチのライトボタンで行います。 
もし点灯しない場合は、販売店にご相談ください。 

10m

乗車前点検
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⁄1 バッテリーの取り付け状態 
バッテリーが確実に固定されている
かを確認します。 

⁄4 サドルの状態 
サドルの高さは、またがって両足の
つま先が地面につくくらいが適切です。 
また、サドルにゆるみやがたつきが
ないかを確認します。 

⁄0 後輪錠の作動状態 
後輪錠の動きがスムーズかを確認します。 

⁄3サドルの高さ調整用シートピンの
ゆるみ 

シートピンにゆるみがないかを確認
します。 

⁄2リヤキャリヤの状態 
リヤキャリヤにゆるみやがたつきが
ないことを確認します。 

この自転車は、一般的なシティ車よりも適正空気圧が高いので、走行前に空気圧のチェッ
クをしてください。 

注　意 

, タイヤの空気圧、摩耗、損傷 
タイヤの空気圧が適正であるかを確認します。空気圧は接地面の長さで確認することがで
きます。適正な空気圧でないとパンクや車体各部のがたつきの原因になります。 
また、摩耗していないか、異物や釘などがささっていないかを 
確認します。 

接地面の長さ(L)：90～110mm 
（測定時の参考条件：乗員体重60kg） 

適正空気圧 
 前輪 450kPa（4.5kgf/cm2） 
 後輪 450kPa（4.5kgf/cm2） 

 

メインスイッチの電源を
切って点検してください。 

要　点 

●乗車前点検を必ず実施してください。 
●点検で異常が認められた場合は、すみやかに
販売店で点検してください。 
●わからないことや難しいと感じた時は、販売
店にご相談ください。 

警　告 

. 前後車軸とスポークの状態 
前後車軸に、ゆるみやがたつきがないかを確認します。 
また、スポークやニップルの切れ、外れ、変形を確認し、みつかった
場合は早急に交換してください。 

●走行する前に確認する項目 z～⁄8 
●走行してすぐに確認する項目 q～e

乗車前点検
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,タイヤの空気圧、
　 摩耗、損傷 

.車軸の固定状態 

m スタンドの作動状態 
スタンドがスムーズに作
動し、異常ながたつきが
ないかを確認します。 

⁄7 パワーアシストシステムの作動 
メインスイッチの電源を入れて、ペダルに足をかけて
発進させたとき、パワーアシストシステムが作動する
かを確認します。 

⁄6 チェーンのたるみ 
チェーンテンショナーのボルト頭部の中心が、
図1のようにチェーンカバーにあるチェーン
テンショナーの適正範囲にあるかを確認します。
図2のように適正範囲にない場合は、チェー
ンの調整または交換が必要です。チェーンの
調整および交換は、販売店にご相談ください。 

図1 図2 

チェーンテンショナーの 
適正範囲 

チェーンテンショナーの 
ボルト頭部 

⁄5 バッテリーの残量 
メインスイッチの電源を入れ
て、バッテリー残量メーター
で目安を確認します。 

⁄8 ブレーキシューの状態 
ブレーキをかけたとき、ブレーキシューが正しく
リムに当たること 

　 つぎの場合にはお店にご相談ください 
◆ブレーキシューがリム
に当たったままになっ
ているとき 

◆アジャストボルトで調
整しきれないとき 

◆ブレーキをかけた状態
でブレーキシューがリ
ムからズレているとき 

◆ブレーキの効きが悪く
なったとき 

◆ブレーキシューが摩
耗して、溝の残りが
1㎜になったとき 

リム 

ブレーキ 
ブロック 

ブレーキ 
ブロック 

リム 

ブレーキ 
ブロック 

ブレーキ 
ブロック 

1mm

強制 

乗車前点検
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バッテリー残量の確認

バッテリー残量の見かた

HYDEE.Ⅱに乗る前には必ず、バッテリーの残量を確かめましょう。

バッテリーにどの程度の容量が残っているか、どの程度充電されているかの目安を確認するこ
とができます。確認はメインスイッチのバッテリー残量メーターと、バッテリーのバッテリー
残量ランプのいずれかで行うことができます。

メインスイッチメーターに表示されるデジタル数値は、バッテリー残量と残りアシスト走行可
能距離の目安を表示します。また、スピードメーターは走行速度（時速）を表示します。
メーター表示切替ボタンを押すごとに、メーターの表示が切り替わり、バッテリー残量表示ラ
ンプ、残りアシスト走行可能距離表示ランプまたはスピード表示ランプのいずれかが点灯しま
す。
バッテリー残量表示ランプが点灯しているときに、バッテリー残量をパーセント表示します。

バッテリーのバッテリー残量ランプを確認するときは、ランプ横の残量表示ボタン“ ”を
押します。

バッテリーのバッテリー残量ランプ 

バッテリー残量 
表示ランプ 

残りアシスト走行 
可能距離表示ランプ 

スピード表示ランプ 

メーター表示 
切替ボタン 

バッテリー残量メーター／ 
残りアシスト走行可能距離メーター／ 
スピードメーター 

メーター表示 
ランプ 
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バッテリー残量の確認

8 バッテリーの容量が 0（ゼロ）になっても普通の自転車として走行することができます。
8 古くなったバッテリーを使用していると、充電直後でも発進時にバッテリー残量メーター
が急激に少なく表示することがありますが、故障ではありません。走行が安定し負荷が少
なくなれば適切な数値を表示します。

要　点

バッテリー残量メーター
の表示 バッテリー残量の目安 適応状態

100 ～ 71％

バッテリー残量が 100％（FL）か
ら 21％の間は、表示が 10％ずつ
減少していきます

70～ 41％

40～ 21％

20～ 11％
バッテリー残量が 20％から 11％
の間は、表示が 1％ずつ減少して
いきます。

数字の遅い点滅 
＜0.7秒間隔＞ 

10 ～ 1％

バッテリー残量が 10％から 1％の
間は、表示が遅い点滅をしながら
1％ずつ減少していきます。
バッテリー残量が残りわずかです。

数字の速い点滅 
＜0.3秒間隔＞ 

0％
バッテリー残量が 0（ゼロ）にな
りました。充電してください。

バッテリー残量メーターの表示とバッテリー残量の目安
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バッテリー残量の確認

8 バッテリーの容量が 0（ゼロ）になっても普通の自転車として走行することができます。
8 古くなったバッテリーを使用していると、充電直後でも発進時にバッテリー残量メーター
が急激に少なく表示することがありますが、故障ではありません。走行が安定し負荷が少
なくなれば適切な数値を表示します。

要　点

バッテリー残量ランプの表示 バッテリー残量の目安 適応状態

100 ～ 75％

満充電（F）から 1灯ずつ残量ラン
プが減少していきます。

74～ 50％

49～ 25％

24～ 11％

1灯目の遅い点滅 
＜0.5秒間隔＞ 

10 ～ 1％ バッテリー残量が残りわずかです。

1灯目の速い点滅 
＜0.2秒間隔＞ 

0％
バッテリー残量が 0（ゼロ）にな
りました。充電してください。

バッテリー残量ランプの表示とバッテリー残量の目安
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走行モードについて

走行 
モード 

特徴 

平坦路 

アシスト制御イメージ 
発進時 

急な坂道などに 
パワーモード 

パワーも距離も両立 
通常モード 

距離を重視 
エコノミーモード 

ゆるい上り坂 きつい上り坂 

切（節電） 

強 モード 

標準 モード 

オートエコ 
モードプラス 

こぎ出しの力を 
アシスト 

平らな道では 
アシストを抑える 

勢いをつけるために 
アシスト力アップ 

さらに強いアシス
ト力でサポート 

走行状況に合わせて、強モード、標準モード、オートエコモードプラスの走行モードが選べます。
イラストは走行状態の違いによるアシスト力の変化を示しています。

※イラストはイメージであり、実際の走行条件（路面条件・風など）によって変化します。

走行モードの使い分けかた

強モード
常にパワフルなアシストで
頼りになるモード

発進時や急な坂道、楽に走行したい
ときに使います。

標準モード
パワー距離を両立するお勧
めモード

平坦な道や緩やかな坂道などで使い
ます。

オートエコモード
プラス

かしこく節電し走行距離を
伸ばすモード

できるだけ長い距離を楽に走りたい
ときなどに使います。

アシストオフモード
アシストをオフにできる
モード

メインスイッチの機能を活かしたま
ま、普通自転車として走りたいとき
に使います。
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走行モードについて

メインスイッチの電源ボタンを押して電源を入れます。
（電源が入っていると、ランプ類が点灯します。）
走行モードランプは、選択されている走行モードを表示します。

8 走行モード切替ボタンの“△”を押すと、［オートエコ］→［標
準］、または［標準］→［強］と走行モードが切り替わります。

8 走行モード切替ボタンの“▽”を押すと、［強］→［標準］、
または［標準］→［オートエコ］と走行モードが切り替わり
ます。

8 走行モードが［オートエコ］を表示しているときに走行モー
ド切替ボタンの“▽”を 1秒以上押すと、アシストオフモー
ドに切り替わります。

8 アシストオフモードのときに走行モード切替ボタンの“△”
を押すと、［オートエコ］に走行モードが切り替わります。

メインスイッチの電源を入れるときは、ペダルに足をかけないでください。

q警  告

8 アシストオフモードのときは、走行モードランプは消灯します。
8 アシストオフモードのときは、残りアシスト走行距離メーターは消灯して使用できません。
（バッテリー残量メーターとスピードメーターは使用できます。）
8 走行モードの切り替えは、走行中、停止中にかかわらずいつでもできます。
8 走行モードの切り替えとバッテリー残量ランプの機能とは関係ありません。
8 電源を入れると、最初は必ず標準モードとなります。
8 走行モード切替ボタンの“△”または“▽”を押し続けても、走行モードは一巡しません。

要　点

走行モードの表示と切り替え

走行モード切替ボタン“△” 
（アシストアップ） 

走行モードランプ 

走行モード切替ボタン“▽” 
（アシストダウン） 

電源ボタン 



43

乗
る
前
に

充電あたりの走行できる距離

走　り　か　た 走行距離
               10km       20km 30km 40km 50km

走　行　条　件

4°登坂連続パターン

勾配7.0％（4°）の坂道
を速度10km/hで、連
続して走行した場合
［変速ギヤ＜2＞］

4km

＜3＞ 
15km/h＜2

＞ 

10k
m/
h

＜3＞ 
20km/h＜3＞ 

15km/h

1km

勾配＝7.0％ 

　　 （4 ｡） 
勾配
＝7
.0％
 

　　
 （
4
｡ ） 1km

1km
1km

標準パターン 標準パターンを連続し
て走行した場合
［勾配 7.0％（4°）の上り
坂を変速ギヤ＜2＞で、
その他を変速ギヤ＜3＞
で走行した場合］

強モード：32km

標準モード：39km

オートエコモードプラス：12km

オートエコモードプラス：44km

標準モード：12km

強モード：11km

1 回の充電で走行できる距離の目安は、以下の表のようになります。
なお、走行できる距離は走行モードによっても異なります。

一充電あたりの走行距離

8 上記データは、新品バッテリーを常温 15～ 25℃で使用し、積載重量は 65kg（乗員およ
び荷物を合計した重量）、無風の平滑乾燥路を無灯火（無点灯）で、強モードもしくは標
準モードで走行したときの弊社データです。

8 同一条件下でも勾配が緩やかな走行パターン（例えば、標準パターンで勾配が 3.5%（2度）
になった場合）では、走行距離が1.5～2.5倍程度延びる傾向にあります。また、この傾向は、
とくにオートエコモードプラスで顕著に現れます。

要　点
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発進・停止の回数が多い 積載重量が重い 急な坂道が多い

路面の状態が悪い 向かい風が強い 気温が低い

タイヤの空気圧が低下している バッテリーの性能が低下している

幼児と同乗する 前照灯が点灯している

充電あたりの走行できる距離

走行距離に影響を与える環境

8 以下の状況で走行した場合は、走行距離が短くなります。

整備不良の場合も、走行距離が短くなります。
走行距離が短くなる整備不良の例：
8 チェーンが滑らかに動かない。
8 常にブレーキが効いている。
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発進のしかた

後輪錠を解除しましょう。
キーは後輪錠に付けたまま走行します。

乗る前に…
6 HYDEE.Ⅱに乗る前は必ず乗車前点検を励行しましょう。
（乗車前点検の点検項目はP34～ P37をご参照ください。）

1

バッテリーロックのキーは必ず抜いてください。足が当
たってケガをするおそれがあります。

q警  告

走行中に車輪に巻き込まれやすいようなキーホルダーは付
けないでください。

q注  意

テモトデロックを解除しましょう。（P48）
解除レバーを人差し指で引き上げます。

3

①引き上げる 

8 メインスイッチの電源を入れてすぐに（約 2秒以内）走行を開始すると、アシスト
が弱くなる場合があります。また、走行中にメインスイッチの電源を入れたときも
同様に、アシストが弱くなる場合があります。（いずれも故障ではありません。）ペ
ダルから足を離した状態で、再度メインスイッチの電源を入れ、少し待ってから（約
2秒後）走行を開始してください。

8 メインスイッチの電源を入れても、ペダルに踏力をかけずに自転車が停車した状態
が 5分間以上継続した場合、バッテリー消費を軽減するために自動的に電源が切れ
る機能を備えています。【自動電源オフ機能】

 ただし、ペダルに踏力がかかっていない状態であっても、自転車を押して歩くなど、
自転車が動いていれば電源は切れません。

8 自動電源オフ機能が作動した後でもメインスイッチの電源ボタンを押すと、再び電
源が入ります。

要　点

ペダルに足をかけないでメインスイッチの電源ボタン
を押して、電源を入れます。必要に応じアシストモード
の切替をします。

2

電源ボタン 
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発進のしかた

サドルにまたがり、ペダルをゆっくり踏み込みます。
サドルにまたがり、ペダルに片足を乗せ発進の準備を
します。走り出す前に前後左右の安全を確かめ、発進
の合図をしてからペダルをゆっくり踏み込みます。パ
ワーアシストシステムは踏み込んだ瞬間から作動しま
す。走行中パワーアシストシステム作動時はモーター
が回転しているため、モーター音がします。

5

8 けんけん乗り（片足でペダルをこぎながら助走し、
反動をつけてサドルにまたがる乗りかた）はしな
いでください。転倒や接触によるけがのおそれが
あります。

8 空き地や公園など安全な場所でよく練習し、パワー
アシストの特徴に充分に慣れてから一般道路でお
乗りください。また、慣れるまでは「標準モード」
でスタートしましょう。

パワーアシストシステム作動中に後進すると、重た
い場合があります。一旦、ペダルから足を離して数
秒間待ってください。通常に後進できます。

q注  意

4 スタンドのロックレバーを解除し、スタンドをはね上
げます。

後輪錠を開錠してから、スタンドをはね上げて（解除）
ください。
※ 施錠したまま自転車を動かすと、カンヌキがスポー
クやバルブとぶつかり、破損するおそれがあります。

q注  意

ロックレバー 

q警  告

メインスイッチの電源入切にかかわらず、停止した
状態からペダルをお好みの位置に合わせるため、ペ
ダルを逆回転させてから正回転側に踏み込むと「カ
チッ」と音が出ます。これはパワーアシストシステ
ムのワンウェイクラッチ（フリー機構）が働いたも
ので異常ではありません。

要　点
標準モード 
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ロック（半固定）されます 

表示（突起）がロック（赤）を 
指します 

テモトデロックの操作方法

1．構造・機能

8 「テモトデロック」はハンドル右側の「操作レバー
セット」と、ハンドル下の「ヘッドロック部」の
2つの部分が「連動ワイヤ」で連動しています。

8 「操作レバーセット」の操作で、「ヘッドロック部」
が作動して、ハンドル（及びマエホーク、前輪）
が左右に回るのを止める（半固定）ことができます。

8 但し「テモトデロック」をかけても、ハンドルに大
きな力が加わると、音が出てハンドルが回ります。

「テモトデロック」は、駐輪時に自転車を安定させるために行なう「ハンドル（ヘッド）の回
転をロック（半固定）／解除する操作」を、ハンドル右側のレバー操作で行なえる旋回抑制機
構です。

＊1　誤動作防止のため、初めに解除レバーを引き上げないと、ロックレバーが下へ動かせない安全機構になっています。
＊2　レバー操作が重い場合は、ハンドルを少し回転させながら操作してください。
＊3　ハンドルを無理に回すと、音が出てハンドルは回りますが、この状態での走行は危険です。

操作レバーセット 

連動ワイヤ ヘッドロック部 

ロックレバー 

解除レバー 

①押す 

①引き上げながら ②指をはなす 

③押し下げる 

1 駐輪する時（ハンドルを回らなくする時）
〈操作のしかた〉
① 解除レバーを人差し指で引き上げながら、ロックレバーを押し下げます。（＊1）
② ロックレバーが動き出したら、解除レバーから指をはなします。
③ カチッと止まるまでロックレバーを押し下げます。（＊2）

〈操作すると〉
ハンドルが回らなくなります。（＊3）

2．操作方法（ハンドル右側の操作レバーセットを操作します）
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2

テモトデロックの操作方法

乗車する時（ハンドルが回るようにする時）
〈操作のしかた〉
①解除レバーを人差し指で引き上げます。
（②ロックレバーが上へもどります）

〈操作すると〉
ハンドルが回せるようになります。

①引き上げる 

②もどる 

表示（突起）が解除（青）を 
指します 

解除されます 

8走行する時は、必ずテモトデロックを解除してください。
ロック（半固定）したままだと通常ではハンドル操作できません。事故につながる危
険があります。

q警  告

8 テモトデロックはハンドルの回転を完全に固定するものではありません。テモトデロッ
クをかけても、積載する荷物が重かったり、駐輪場所が不安定な場合には、ハンドル
が回って、自転車が動いたり、倒れたりするおそれがありますのでご注意ください。

 特にお子様を自転車に乗せたまま、自転車から離れないでください。
 自転車が倒れてお子様が地面にぶつかり、けがをする危険があります。
8 地面が平らで安定した場所に駐輪してください。地面が傾いていると、自転車が倒れ
るおそれがあります。特にお子様を乗せ降ろしする場合は、ご注意ください。

8 安定した駐輪のため、ハンドルは前方（直進方向）に向けて駐輪してください。

q警  告

2．操作方法（つづき）

3．使用上のご注意
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レバーをさわらせない

8 走行中のロック操作は絶対にしないでください。
 また、お子様を同乗させた時は、お子様がレバーを押したり
しないように注意してください。走行中にハンドルの操作が
できなくなったり、駐輪中にロック（半固定）したハンドル
の回転が解除して、転倒や事故につながる危険があります。

8 ロックレバーに買い物袋などをひっかけない。荷物の重み
でロックレバー内部が破損したり更に走行中ヘッドがロック
（半固定）するおそれがあります。

q警  告

乗車の前は、必ず次の項目を確認してください。
8 ロックレバーが上がっていること。
8 ハンドルが滑らかに回転すること。
8 解除レバーを操作しないと、ロックレバーを下まで押せないこと。（安全機構動作確
認のため）

8 連動ワイヤに異物が引っ掛かったり、リヤブレーキワイヤとのクリップから外れてい
ないこと。

8 不適切な取り扱いや調整は人身事故につながる危険があります。不明な点は、販売店
にご相談ください。

q警  告

テモトデロックの操作方法

次のような場合は、乗車せずに、すぐに販売店にご相談ください。
8 操作レバーセット、ヘッドロック部、連動ワイヤのいずれかが破損している場合。
8 連動ワイヤが、操作レバーセット、ヘッドロック部から外れている場合。
8 ロック（半固定）時のハンドル固定力が初期より低下した場合。
 （ロックしてもハンドルが簡単に回ってしまう場合）
【操作レバーセット／解除時】
 8ハンドル操作に異常を感じた場合。ハンドルがロック（半固定）されている場合。
 8ロックレバーが上に戻らない場合。
 8操作レバーセットのインジケータ表示が解除（青）にならない場合。
【操作レバーセット／ロック時】
 8ハンドルがロック（半固定）されない場合。
 8ロックレバーが下側で固定されない場合。
 8操作レバーセットのインジケータ表示がロック（赤）にならない場合。

　 強  制!

3．使用上のご注意（つづき）
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ブレーキ操作のしかた

8 Vブレーキは一般のキャリパーブレーキより小さな操作力でも良く効きますので、お子様を
乗せて走行する前は、慣れるまで安全な場所で必ずよく練習してください。
8 前ブレーキまたは後ブレーキをどちらか一方だけ強くかけると、前輪または後輪がロック
して、操縦困難になったり、車体後部が持ち上がって転倒する恐れがあります。

q注  意

ブレーキ操作のしかた

HYDEE.Ⅱには、フロントブレーキにスポーツ車で多く採用しているVブレーキタイプのブレーキ
を採用しております。ブレーキをかける時は、前後ブレーキを両方ともかけてください。

後ブレーキ用レバー 

左 右 

前ブレーキ用レバー 

できるだけ、急ブレーキはかけないように
走行し、日ごろからブレ－キのききぐあい
を確認しておきましょう。

パワーモジュレーターは、ある一定範囲のブレーキレバー入力に対して、ブレーキレバーの
引き量を増やすことにより、ブレーキのコントロールをしやすい状態にする装置です。
パワーモジュレーターは車輪のロック防止装置ではありません。
パワーモジュレーターの可動範囲を超えた場合には、通常のVブレーキとなり、車輪がロック
する場合があります。パワーモジュレーターの機能・特性を十分ご理解ご体験の上、ご使用
ください。

q注  意

パワーモジュレーターについて

ブレーキレバー 

ブレーキワイヤ 

パワーモジュレーター 

前ブレーキ本体 
（Vブレーキ） 
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8スタンドが安定した状態で立って、ロックされているか確認してください。
8テモトデロックが掛かっているか確認してください。
8ヘッドガード（背もたれ）が下がっているか確認してください。
8リヤチャイルドシートおよびキャリヤが確実に固定されていることを確認してください。
8チャイルドシートに破損・変形・ゆるみがないか確認してください。
8お子様は荷物等よりも後に乗せ、最初に降ろしてください。
8リヤチャイルドシートを使用する時はドレスガードが装着されていること。
（車輪への巻き込み防止のため）
8お子様を同乗させる場合、車輪などの可動部に触れさせないでください。車輪に巻き込
まれ、けがをするおそれがあります。
8チャイルドシートの取り付けについては自転車販売店で取り付けてください。
8チャイルドシートの取扱説明書をよく読んでご使用ください。
8チャイルドシートを装着し、お子様を同乗すると、車体にふらつきが出てハンドルをと
られやすくなるため、自転車に乗りなれてからの同乗をおすすめします。
8お子様を乗せないでご使用する場合は、シートベルトが後車輪に巻き込まれないことを
確認してください。

q警  告

安全な使いかた

お子様をチャイルドシートに乗せる前に確認してください

8 お子様を乗せた自転車が倒れると、お子様が地面にぶつかり、
けがの危険がありますので、決してお子様を乗せたまま駐車し
たり、自転車から離れないでください。

8 「幼児 2人同乗自転車適合車」マークのない自転車で 2人のお
子様を乗せることは、道路交通法で禁止されています。

禁  止

ヘッドガードが 
下がっていること 

  テモトデロックがかかっていること 
（ハンドルが回らないこと） 

平らな地面で 
スタンドが安定した状態で 
立てられていること 

スタンドのロックが 
かかっていること 
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安全な使いかた

q警  告
8 お子様は、必ず荷物より後に乗せてく
ださい。

①お子様を乗せる前に、「テモトデロック」
を操作し、ハンドル
が回転しないように
必ず※1ロック（半固
定）してください。

②自転車が転倒しないように、※2 安定
性のよい平らな場所を選び、スタンド
がしっかり立っていること、スタンド
のロックがかかっていることを確認し
てください。

 スタンドを立てる際は、チャイルド
シートのグリップを引っ張らずに、自
転車のハンドルを引っ張りながらスタ
ンドの端を踏んで、てこの原理を利用
して立ててください。

　※3自転車を持ち上げる必要があるとき
は、リヤチャイルド
シート（後幼児座席）
のフットレストやグ
リップをもって持ち
上げないでください。

③2人のお子様にヘルメットを着用します。

④保護者は自転車が倒れそうになった場
合でも、すぐに手で支えられる位置に
立っているようにしてください。

⑤まず初めに年長のお子様から先に、必
ずしっかりと抱いて※4 リヤチャイル
ドシート（後幼児座席）に乗せます。

安全対策をした幼児 2人同乗基準適合車でも、お子様の安全な乗せ方、降ろし方を行わないと
思わぬケガをする恐れがあります。
お子様 2人を同乗させる場合は、次の手順で行ってください。【ブリヂストンサイクル推奨例】
お子様 1人を乗せる場合は、下記⑤⑥または⑦⑧を省略してお読みください。

お子様をチャイルドシートに乗せるときは

踏む 

ハンドルを上方に引っ張ると前輪が持ち 
上がり自転車が転倒しケガをするおそれ 
があります。 

自転車のハンドルを後ろに引っ張る 

チャイルドシートのグリップは 
力を入れて引っ張らないこと 

足でスタンドの 
先端を踏む 

スタンドを立てる時は、スタンド 
の先端を強く踏むと楽に立てるこ 
とができます。 

自転車を炎天下に放置した場合は、
お子様をチャイルドシートに乗せる
際、やけどに十分注意してください。

お子様を抱いて
乗せ降ろしして
ください。 

足乗せ 

足乗せステップ
（踏み台）とし
てご使用しない
でください。 
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安全な使いかた

q警  告

⑥お子様の後頭部をカバーするように
ヘッドガードを調整し、シートベルト
を確実に装着します。

 お子様がチャイルドシートに着座した
とき、ヘッドガード上端が頭部の中心
より高くなるように調整してください。

⑦次に年少のお子様をしっかりと抱いて
フロントチャイルドシート（前幼児座
席）に乗せます。

⑧リヤチャイルドシートと同様にヘッド
ガードを調整し、シートベルトを確実
に装着します。

⑨お子様を乗せるとき、乗せたあとは、
必ず正しい姿勢（正しく着座）である
ことを確認し、特に足が車輪に巻き込
まれることのないように注意してくだ
さい。（③、⑥、⑧参照）

⑩スタンドを上げてから、保護者が自転
車に乗ります。

　※3 自転車を持ち上げる必要があると
きは、リヤチャイルドシート（後幼
児座席）のフットレストやグリップを
もって持ち上げないでください。

⑪※5 ハンドルグリップをしっかり握っ
てから、「テモトデロック」を操作し、
最後にロックを解除します。

※1 「テモトデロック」はハンドルの回転を完全に固定するものではありません。
※2  傾いた場所で「テモトデロック」を解除した場合、路面の傾き等により不用意に自

転車が動き転倒する恐れがあります。
※3 想定外の負荷により、フットレストやグリップが破損する場合があります。
※4  お子様をリヤチャイルドシートに乗せる際は、フッドガード（足のせ部）に強い力

を加えないでください。
※5  バランスを崩した際にグリップから手が離れると、とっさに指をレバーのすき間な

どに挟む恐れがありますので、グリップをしっかり握ってください。

頭部中心 

グリップ 

ヘッドガード 
上端 

お子様をチャイルドシートに乗せるときは（つづき）
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安全な使いかた

q警  告

走行時は

8 必ずシートベルトを使用してください。

8 シートベルトが車輪に巻き込まれない
ように注意してください。

8 傘を差しながらの片手運転など、危険
な行為は絶対にしないでください。

8 お子様が乗車中はグリップを握らせて
ください。自転車のハンドルを握らせ
ると、スキマに手・指をはさむおそれ
があります。

8 お子様が眠らないように注意してくだ
さい。

8 お子様が走行中に自転車用錠を操作し
ないように十分注意してください。

8 段差のある場所ではお子様を乗せたま
ま走行しないでください。

8 走行中にお子様がチャイルドシートの
中で立ち上がったり暴れたりしないよ
う、注意してください。

8 使用に当たっては交通法規を守ってく
ださい。

8 お子様を乗せたまま自転車から短時間
であっても手を離さないでください。
自転車が倒れてお子様がケガをするお
それがあります。

グリップ 
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安全な使いかた

8 お子様を 2人同乗させて自転車に乗
るときはスニーカーなど、かかとの低
い靴をはいてください。また、スリッ
パや足から脱げやすい靴ははかないで
ください。

 ペダルから足を踏み外すと、転倒する
危険があります。

8 フロントチャイルドシートによって、
前方（特に下側）が見えにくくなりま
す。このため、安全な場所で視界の確
認をしてから使用してください。また、
見える範囲の前方の障害物によく注意
してください。

8 お子様を 2 人同乗させた時は、自転
車は同乗させない時に比べ運転しづら
くなり、転倒する危険が増します。

 ・ お子様の乗せ降ろしや自転車の押し
歩き・走行を安全な場所で練習して
から使用してください。

 ・ 発進時や低速走行時には、ハンドル
が振れることがあるので、特に注意
してください。

8 道路に傾斜や段差や溝があるときはハ
ンドルをとられやすいので、押して歩
くか、ゆっくり注意して通過してくだ
さい。

8 お子様を2人同乗させた時は、自転車
全体の重さが増えるので、ハンドル操
作に大きな力が必要になり、押し歩き
時にもバランスを崩し、自転車の立て
直しができずに転倒しやすくなります。
このため、下記に注意してください。

 ・ハンドルを急に切らないでください。
 　 ハンドルを大きく切った際に、前輪

が前または後に意図しない回転をし
て転倒することがあります。傾斜面
や路面の凹凸があるところでは、特
に起こりやすくなります。

 ・ 歩行者などとすれ違う際によけると
きは、ハンドル操作などに注意して
ください。

 　 狭いところを押し歩いたり、歩行者
や自転車と接触したり、同乗させて
いるお子様の動き、路面の凹凸傾斜
などによりバランスをくずしやすく
なります。

幼児 2人同乗時の注意

q警  告 （危険です、必ずお守りください！）
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8 バランスをくずしにくい押し歩きの方法
　押し歩き時には同乗のお子様の動きや
路面の凹凸・傾斜などによるわずかな
バランスのくずれによって、自転車の
立て直しができずに転倒することがあ
るので、お子様を自転車から降ろして
押し歩きをしてください。

　やむをえず、お子様を同乗させて押し
歩きを行う場合には、転倒の危険があ
りますので、以下の事項を考慮して慎
重に押し歩きを行ってください。

 ・ 自転車は垂直より少し手前に傾けて、
ハンドルを握り、ブレーキがすぐに
かけられるようにしてください。

 ・ 同乗のお子様が動かないように注意
するとともに、路面の凹凸・傾斜な
どに注意して、バランスをくずさな
いようにしてください。

 ・ 押し歩きのための十分な空間がある
場所であることを確認し、混雑した
場所ではバランスをくずしやすいの
で、お子様を同乗しての押し歩きは
やめてください。

8 お子様を 2人同乗させた時に衝突な
どの事故を起こした場合、自転車全体
の重さが増えているので、同乗させな
いときに比べて衝突時の衝撃が大きく
なります。このため、衝突などの事故
を起こした場合は、同乗のお子様、運
転者本人の被害が大きくなります。

　また、歩行者や物に衝突などの事故を
起こした場合も、同じく歩行者や物の
被害（けが）が大きくなります。

以上のことは、お子様を 1人のみ乗せた
場合も同じですので、注意してください。

幼児 2人同乗時の注意（つづき）

q警  告 （危険です、必ずお守りください！）
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q警  告
8 お子様は、必ず荷物より先に降ろして
ください。

①お子様を降ろす前に、「テモトデロッ
ク」を操作し、ハンドルが回転しない
ように必ず※1※2 ロック（半固定）し
てください。

②保護者が自転車から降ります。

③自転車が転倒しないように、※3 安定性
のよい平らな場所を選び、スタンドが
しっかり立っていること、スタンドの
ロックがかかっていることを確認して
ください。

 スタンドを立てる際は、チャイルド
シートのグリップを引っ張らずに、自
転車のハンドルを引っ張りながらスタ
ンドの端を踏んで、てこの原理を利用
して立ててください。

　※4 自転車を持ち上げる必要があると
きは、リヤチャイルドシート（後幼
児座席）のフットレストやグリップを
もって持ち上げないでください。

④保護者は自転車が倒れそうになった場
合でも、すぐに手で支えられる位置に
立っているようにしてください。

⑤フロントチャイルドシートのヘッド
ガードを下げ、シートベルトを外して、
年少のお子様から先に、しっかり抱い
て降ろします。

安全対策をした幼児 2人同乗基準適合車でも、お子様の安全な乗せ方、降ろし方を行わないと
思わぬケガをする恐れがあります。
お子様 2人を同乗させた場合は、次の手順で行ってください。【ブリヂストンサイクル推奨例】
お子様 1人を降ろす場合は、下記⑤または⑥を省略してお読みください。

お子様をチャイルドシートから降ろすときは

踏む 

ハンドルを上方に引っ張ると前輪が持ち 
上がり自転車が転倒しケガをするおそれ 
があります。 

自転車のハンドルを後ろに引っ張る 

チャイルドシートのグリップは 
力を入れて引っ張らないこと 

足でスタンドの 
先端を踏む 

スタンドを立てる時は、スタンド 
の先端を強く踏むと楽に立てるこ 
とができます。 
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q警  告

⑥次にリヤチャイルドシートのヘッド
ガードを下げ、シートベルトを外して、
※5 年長のお子様をしっかり抱いて降
ろします。

⑦お子様のヘルメットは最後に外します。

※1 「テモトデロック」はハンドルの回転を完全に固定するものではありません。
※2 バランスを崩した際にグリップから手が離れると、とっさに指をレバーのすき間な

どに挟む恐れがありますので、グリップをしっかり握ってください。
※3 傾いた場所で「テモトデロック」を解除した場合、路面の傾き等により不用意に自

転車が動き転倒する恐れがあります。
※4 想定外の負荷により、フットレストやグリップが破損する場合があります。
※5 お子様をリヤチャイルドシートから降ろす際は、フッドガード（足のせ部）に強い

力を加えないでください。

お子様をチャイルドシートから降ろすときは（つづき）

お子様を抱いて
乗せ降ろしして
ください。 

足乗せ 

足乗せステップ
（踏み台）とし
てご使用しない
でください。 

q警  告

保管のしかた

シートベルトは消耗品です。異常がなくても 2年に 1度は交換してください。

q注  意
8 駐輪時等で、自転車を持ち上げる必要があるときに、フッ
トレストやグリップをもって持ち上げないでください。
想定外の負荷により、フットレストやグリップが、破損
する場合があります。

8 チャイルドシートは直射日光をさけて駐輪、保管し、雨
ざらしにしないでください。早期劣化の原因となります。
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変速のしかた

変速グリップの使いかた

走行中にペダルをこぐ足を止めます。1

8 交通が激しくない場所など安全な状況で操作してください。
8 変速グリップの操作は走行中に行いますので、シフト操作に気をとられ前方不注意に
なるおそれがあります。

q警  告

8 ペダルをこいでいるときは変速グリップを操作しても変速できないことがあります。
 無理に変速操作を行うと、異音がしたり変速装置が故障する可能性があります。上り
坂を走行する際は、坂の手前で変速するようにしましょう。
8 充分練習し、変速操作になれておきましょう。

要　点

変速グリップを以下のように使用して、シフト位置を
切り替えます。
8 変速グリップを手前に回すとシフトアップします。
 ＜ 1＞→＜ 2＞→＜ 3＞

8 変速グリップを手前から前方（進行方向）へ回すと
シフトダウンします。

 ＜ 3＞→＜ 2＞→＜ 1＞

2
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変速のしかた
道路状況に合わせて早めに変速し、適切なシフト位置で走行しましょう。

道路状況 シフト位置 走行状態

平坦路から、ゆるやかな上り坂。
0～ 3.5％（0～ 2 ）゚の勾配

＜ 3＞
ペダルがやや重くなり、
スピードがでます。

ゆるやかな上り坂から、やや急な
上り坂。
3.5 ～ 7.0％（2～ 4 ）゚の勾配

＜ 2＞ 通常走行時

やや急な上り坂から、
急な上り坂まで。
7.0 ～ 10.5％（4～ 6 ）゚の勾配

＜ 1＞
ペダルが軽くなり、上り
坂走行に適しています。

適切なシフト位置

下表は、あくまで参考です。
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メインスイッチのメーターについて

バッテリー残量表示メーター／残りアシスト走行可能距離メーター／スピードメーターの表示と切替

バッテリー残量メーター、残りアシスト走行可能距離メーターまたはスピードメーターのいず
れかを表示することができます。
バッテリー残量メーターはバッテリー残量の目安を、残りアシスト走行可能距離メーターはバッ
テリー残量でアシスト走行ができる距離（キロメートル）の目安を表示します。また、スピー
ドメーターは走行速度（時速）を表示します。メーター表示切替ボタンを押すごとに、メーター
の表示が切り替わり、バッテリー残量表示ランプ、残りアシスト走行可能距離表示ランプまた
はスピード表示ランプのいずれかが点灯します。
バッテリー残量の目安については「バッテリー残量の確認」をご参照ください。（P39～ P40）

8 残りアシスト走行可能距離は、走行状況（坂道、向かい風など）やバッテリーの劣化状況
によって変化します。

8 残りアシスト走行可能距離が表示された状態でアシストモードを切り替えると、アシスト
走行ができる距離の目安は変化します。

8 残りアシスト走行可能距離は 1km単位で表示します。残りアシスト走行可能距離表示が
“0”であっても、バッテリー残量が残っている場合はアシストします。
8 スピード表示しているときにバッテリー残量が 20%、10%、0% になった場合は、メーター
表示は自動的にバッテリー残量表示メーターに切り替わります。

要　点

メーター表示の切替の操作は走行中でも行えますが、前方不注意にならないようにしてくだ
さい。

q警  告

バッテリー残量 
表示ランプ 

残りアシスト走行 
可能距離表示ランプ 

スピード表示ランプ 

メーター表示ランプ 

バッテリー残量メーター／ 
残りアシスト走行可能距離メーター／ 
スピードメーター 

メーター表示切替ボタン 
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メインスイッチのメーターについて

自己診断機能

このHYDEE.Ⅱには、パワーアシストシステムの自己診断機
能を装備しています。
メインスイッチの電源を入れたとき、パワーアシストシステ
ムに故障や異常があれば異常表示または異常点滅をして異常
をお知らせします。
異常表示・異常点滅の種類や対処方法については「メインス
イッチが異常表示・異常点滅する」をご参照ください。（P81）

異常表示がおきたときには、すみやかに対処方法をご実施ください。対処方法を実施しても
なお同じ症状がでる場合は、ご使用を止め、販売店で点検をお受けください。

q警  告

走行モードランプ 

エラー表示 メーター表示ランプ 
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前照灯について

このHYDEE.Ⅱはオートライトシステムを装備しています。
照度センサーが周囲の明るさ（照度）を検出し、前照灯が自
動で点灯・消灯します。前照灯が点灯しているときは、ライ
ト点灯ランプも点灯します。

オートライトシステム（前照灯の自動点灯・自動消灯）

ライト点灯ランプ 

照度センサー 

前照灯の取付角度を左右に調整することはできません。無理に曲げたりして調整しないでく
ださい。破損の原因となります。

q注  意

前照灯が点灯した状態でバッテリー残量が減少しアシスト走行ができなくなると、前照灯は
しばらくしてから消灯します。バッテリー残量が充分あることをご確認の上ご使用ください。

q警  告

8 照度センサーについた汚れはこまめにふき取ってください。照度センサー部が汚れてい
ると、周囲の明るさ（照度）を検出しにくくなり、周囲が明るくても前照灯が点灯する
ことがあります。

8 照度センサーをカバーなどで覆うと、周囲の明るさ（照度）を検出できないため、オー
トライトシステムが正常に作動しません。

8 前照灯が点灯しているときに電源ボタンを押して電源を切ると、前照灯は消灯します。
8 電源が切れているときは、オートライトシステムは作動しません。
8 アシストをオフにした状態で前照灯を使用して走るときや、押し歩きをしながら前照灯
を使用するときは、電源を切らずに走行モードをアシストオフモードに切り替えてくだ
さい。電源を切ると、オートライトモードが作動しません。

 前照灯が点灯しているときに電源ボタンを押して電源を切ると、前照灯は消灯します。
8 前照灯の取付角度を上下に調整する必要がある場合は、販売店にご相談ください。

要　点
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前照灯の手動操作

前照灯について

ライトボタン 

ライト点灯ランプ 

ライトボタンを押すごとに、前照灯が点灯と消灯を繰り返し
ます。前照灯が点灯しているときは、ライト点灯ランプも点
灯します。

前照灯が点灯した状態でバッテリー残量が減少しアシスト走行ができなくなると、前照灯は
しばらくしてから消灯します。バッテリー残量が充分あることをご確認の上ご使用ください。

q警  告

8 手動操作で前照灯を点灯または消灯させた場合、メインスイッチの電源を切り、再度電
源を入れるまでオートライトシステムは無効になります。

8 前照灯が点灯しているときに電源ボタンを押して電源を切ると、前照灯は消灯します。
8 電源が切れているときは、ライトボタンを押しても前照灯は点灯しません。
8 アシストをオフにした状態で前照灯を使用しながら走るときや、押し歩きをしながら前
照灯を使用するときは、電源を切らずに走行モードをアシストオフモードに切り替えて
ください。

 前照灯が点灯しているときに電源ボタンを押して電源を切ると、前照灯は消灯します。

要　点
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荷物の積載

8荷物の積載条件
　・荷物の重量

最 大
積載重量

フロントバスケット 3kg（荷物のみ積載可能）

リヤキャリヤ

27kg まで
※ この自転車には、MAX27kg 表示のリヤ
キャリヤが標準装備されています。
※ バスケットを装着する場合、バスケット
の重量と荷物の重量の合計が 27kg 以下
となる範囲内でご使用ください。

　・荷物の大きさ

大きさの
限度

フロントバスケット バスケット内に収まる大きさまで

リヤキャリヤ
幅 リヤキャリヤの左右それぞれ 10cmまで
長さ リヤキャリヤの後端から 10cmまで
高さ リヤキャリヤ積載面から 30cmまで

HYDEE.Ⅱの最大積載重量（乗員の体重と積載重量の合計）は
90kgです。また、フロントバスケットおよびリヤキャリヤそれ
ぞれの最大積載重量と積載物の大きさの限度は下表のとおりで
す。
荷物を積みすぎるとバッテリーに過大な負荷をかけるために走
行できる距離が短くなります。常時積載重量が大きい状態で使
用すると、タイヤなどの部品の消耗が早くなります。

30cm

10cm
10c
m

10c
m

10c
m

10c
m

荷物の積みすぎには注意しましょう。

8 荷物の積みすぎは走行安定性を著しく低下させ危険です。また、はみ出した荷物は歩行者
や自動車などに接触するおそれがあり、危険です。最大積載重量および積載物の大きさ限
度をこえないようにしてください。

8 フロントバスケットまたはリヤキャリヤに荷物を積むときは、左右のバランスを考慮して
積んでください。また、荷物がずれたり動いたりしないよう、確実に固定してください。
荷物が動いてHYDEE.Ⅱが不安定になると、転倒などの事故につながるおそれがあります。

8 キャリヤに荷物を積む時は、固定用のひも・ベルトがたるまないようにしてください。（車
輪への巻き込み防止）

8 個人差がありますので、表記の積載条件の範囲内であっても、運転に不安を感じる場合は、
使用しないでください。

q警  告
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8 標準装備よりも大きな容量のリヤキャリヤに取り替えても、自転車の積載条件は表記のと
おりです。表記条件を超える、荷物を積載したりお子様を同乗させると、走行安定性が損
なわれ、転倒・事故を起こす恐れがあります。表記の内容を超えないでください。
8 当社推奨のオプション品を必ずご使用ください。

q警  告

8 チャイルドシートにより適正使用条件は異なりますので、取り付けるチャイルドシートの
取扱説明書を必ずご確認ください。
8 この自転車に同乗できるお子様は 2名までです。

q注  意

チャイルドシートについて

荷物の積載

8リヤチャイルドシート

標準装備のリヤキャリヤのクラス
MAX27kg 表示
最大積載重量：27kg

チャイルドシートの取り付け可否

○（装着可）
※体重：22kg 以下、身長：115cm以下のお子様用のチャイルドシートが
取り付け可能。但し、チャイルドシートとお子様の重量の合計が 27kg
以下の範囲でご使用できます。
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チャイルドシート取り付けの条件

幼児 2人を同乗させる場合は、「幼児 2人同乗基準適合車」マークが貼られた自転車に、弊社
指定のチャイルドシートを装着していただくことが、条件となっています。

1 自転車
8 両足スタンドが装備されていること。
 （乗せ降ろし時の安定のため）
8 ドレスガードが装着されていること。
 （車輪への巻き込み防止のため）
8 幼児 2人を同乗される場合は「BAAマーク」の下に、「幼児 2人同乗基準適合車」マー
クが車体に貼られていること。

 （この自転車には「幼児 2人同乗基準適合車」マークが貼られています。）

チャイルドシートについて
取り付け可能なチャイルドシートについては付属の「幼児 2人同乗自転車適合チャイルド
シート説明書」をお読みください。

2

◆リヤキャリヤ 
　MAX27kg

◆ドレスガード 
◆ステンレスハンドル推奨 

◆両立スタンド 

◆「幼児2人同乗基準適合車」マーク 

◆旋回抑制機構が装備されて
　いること 
この自転車には、テモトデ
ロックが装備されています 

幼児2人同乗基準適合車 
社団法人自転車協会 

B-0 0 0 0 0 0 0 0

BICYCLE
ASSOCIATION(JAPAN)

APPROVED

「BAAマーク」 

「幼児2人同乗基準適合車」マーク 

チャイルドシートについて

＊ チャイルドシートとお子様の重量の合計が 27kg 以下までご使用できます。
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チャイルドシート（別売）※をご使用になる時は、次の点にご注意ください。

※チャイルドシートは車体専用設計になっております。装着する際は販売店にご相談ください。

チャイルドシートについて

ヘルメット 
着用 

シートベルト 
着用 

取り付けの前に下記条件を満たしているかご確認ください。
8 両立スタンドが装備されていること。
（乗せ降ろし時の安定のため）

8 リヤチャイルドシートを使用する時はドレスガードが装着され
ていること。（車輪への巻き込み防止のため）

8 チャイルドシートが確実に自転車に固定され、破損していない
ことを確認してから使用してください。

8 不意の衝突や転倒の衝撃からお子様を守るため、同乗させるお子
様には必ず自転車用の幼児用ヘルメットを着用させてください。

8 お子様を同乗させる場合、車輪などの可動部に触れさせないで
ください。車輪に巻き込まれ、けがをするおそれがあります。

8 チャイルドシートは、適正な取り付けのため、自転車販売店で
取り付けてください。

8 チャイルドシートの取扱説明書をよく読んでご使用ください。

8 チャイルドシートを装着し、お子様を同乗すると、車体にふら
つきが出てハンドルをとられやすくなるため、自転車に乗りな
れてからの同乗をおすすめします。

q警  告

平らな地面 

8 シートベルトを着用して、お子様がチャイルドシートから落ち
ないようにしてください。

8 お子様の乗せ降ろしは地面が平らな場所で行いましょう。

8 お子様には靴をはかせてチャイルドシートに乗せましょう。

強  制

8 お子様を乗せた自転車が倒れると、お子様が地面にぶつかり、
けがの危険がありますので、決してお子様を乗せたまま駐車し
たり、自転車から離れないでください。

8 前後に 2人のお子様を乗せることは 3人乗りとなり、道路交通
法で禁止されています。非常に不安定になりますので 3人乗り
はしないでください。

禁  止

ドレスガード

両立スタンド
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6 時速 24km以上のスピードで走っているとき

6 ペダルをこがないとき

6 バッテリー残量がなくなったとき                                           
（メインスイッチのバッテリー残量メーターの の表示が速い点滅
をしてお知らせします。）

6 メインスイッチの電源を入れた状態で 5分間以上踏力がかからな
かったとき
※メインスイッチの電源を入れ、5分間以上ペダルに踏力がかか
らない場合、パワーアシストシステムの回路は自動的に切れま
す（バッテリー残量ランプも消灯します）。復帰させるときは、
再度スイッチを押してください。

アシストが作動しない環境

こんなときはパワーアシストシステムは作動しません。
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自転車を停車させます。
自転車が完全に停止してから、ブレーキを握ったままゆっくりと降車し、平坦で安定のよ
い場所に自転車を停車させます。
サドルまたはリヤキャリヤをもってスタンドを立て、ロックをかけます。

1

駐輪のしかた

メインスイッチの電源を切ります。
メインスイッチの「電源」ボタンを押して、電源を切ります。

2

後輪錠をかけましょう。
駐輪時や保管時には、盗難予防のために必ず後輪錠をかけましょう。

3

駐輪するときは、平坦で硬い路面に駐輪してください。また、駐輪後に自転車から離れ
るときは、自転車が安定して動かないことを確認してください。
傾いた路面や、砂利などの柔らかな路面に駐輪すると、自転車が動き出したり、転倒し
たりして事故につながるおそれがあります。

q警  告

HYDEE.Ⅱは前進に比べ後進時はわずかに重くなります。

要　点

8 走行直後のブレーキドラム部に手を触れないでください。
 ブレーキを頻繁に使用した場合、ドラム部が高温になることがあります。
8 スタンドを立てたら、必ずロックレバーがかかっていることを確認してください。

q注  意

駐輪は必ず決められた場所へ
8 駐輪は、歩行者や自動車の迷惑にならない場所を選
びましょう。

8 駐輪禁止の場所には停めないでください。
8 駐輪時は盗難予防のため、必ず後輪錠をかける習慣
をつけましょう。

8 予備キーは紛失しないように別の場所に大切に保管
してください。

メインスイッチの電源は切ってください
8 メインスイッチの切り忘れは、バッテリーの放電を
はやめます。このため次回乗車時に充電不足により
パワーアシストシステムが作動しなくなることがあ
ります。

要　点
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S.P.E.C.3／スピード（車速）センサーについて

このHYDEE.Ⅱは、変速機の変速位置ごとに最適なアシスト力を供給する独自のアシスト制御
機能［S.P.E.C.3］（スペックスリー／Shift Position Electric Control × 内装 3段変速）を装
備しています。
［S.P.E.C.3］は、前輪に取り付けられているスピード（車速）センサーにより走行速度を検出し、
モーター回転数との関係から選択している変速位置を読み取っています。
そして走行速度からアシスト力を出力するように設定していますので、どの変速位置で走行し
ていても、最適なアシスト力が発揮されます。

S.P.E.C.3 ／スピード（車速）センサーが正しく機能できていない場合

走行するとメインスイッチのモードランプ（「強」「標準」
「オートエコ」のいずれか）が点滅し、アシスト力が弱く
なります。

　　　　 　販売店にご相談ください
モードランプ（「強」「標準」「オートエコ」
のいずれか）が点滅 
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6 フレームなどの金属塗装部のお手入れ
 金属製の塗装された部分は、汚れをしっかり取り除き乾いたタオル
に少量のワックスをつけてみがきます。油は光沢をなくしますので、
塗装部にはつけないでください。

6 バッテリー部のお手入れ
 バッテリーケースの汚れは、水を含ませ固く絞ったタオルなどでふ
き取るようにしましょう。

 ホースなどで直接水をかけたりしないでください。

6 金属部のお手入れ
 スポークなどの金属部は、防錆剤を布に吹きつけてふきます。

お手入れのしかた

各部のお手入れ

タイヤ・ブレーキシューなどのゴム類には絶対にワックスを付着
させないでください。（ワックスなどでタイヤをみがくとヒビ割
れの原因となります。）

q注  意

ブレーキの制動面やタイヤ、リムなどに防錆剤やワックスなどの
油脂類を付着させないでください。油脂類が付着するとブレーキ
のききが悪くなり、衝突・けがのおそれがあります。

q警  告

底部の接点をヤスリで磨いたり、針金などでそうじしないでくだ
さい。故障の原因となるおそれがあります。

q注  意

水洗いについて
HYDEE.Ⅱは日常防水性能を備えていますが、スチーム洗車をしたり
水道ホースでの洗車など直接圧力のかかることはしないでください。
直接パワーアシストシステム部やバッテリー部にかけると、すきまか
らパワーアシストシステム構成部品の内部に水が入り、故障の原因
となることがあります。万一、パワーアシストシステム機構が水に浸
かった場合は、販売店で点検を受けるようにしましょう。

q注  意
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6 樹脂カバー類のお手入れ
 樹脂製のカバー類は、水を含ませ固く絞ったタオルなどで汚れを取
り除きます。

お手入れのしかた

各部のお手入れ（つづき）

ガソリン、灯油、アルカリ性および強酸性のクリーナー、その他
の溶剤などを付着させないでください。ヒビ割れなどの原因にな
ります。

q注  意
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前ブレーキ 

タイヤ 

タイヤ 

ブレーキワイヤー端部と 
レバー受部の摩擦面 

スタンド作動部 

リム 
リム 

チェーン 

後輪錠作動部 

ローラーブレーキ※
  

（後輪左側） 

q注意：＊1 
ハンドルポスト挿入部 

※ローラーブレーキは販売店で専用グリスの補給が必要です。（P83） 
 
q注意：＊１ハンドルポスト挿入部には、潤滑剤（浸透性の油）を注油しないでください。固定力が低下して 

ハンドル操作できなくなるおそれがあります。但し錆びによる固着防止のために、挿入部にグリ 
スを薄く塗布するのは可能です。 

マークは注油場所を示します。

マークは注油禁止場所を示します。

お手入れのしかた

お手入れのしかた

ブレーキの制動面やタイヤ、リムには注油しないでください。ブレーキが効かなくなり、衝突・
けがのおそれがあります。

q警  告

8  注油は決められた場所に少量を注油します。多すぎると、ホコリを付着させ、故障の原因
になります。
8  注油は自転車用油を使用してください。食用油は使用しないでください。

q注  意
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保管のしかた

6 HYDEE.Ⅱにカバーをかけましょう。
 保管するときは、ほこりや水を防ぐために専用サイクルカ
バー（別売）をかけましょう。

6 タイヤに充分な空気を入れましょう。
 保管するときは、タイヤの傷みを防ぐために充分な空気を入
れましょう。

6 保管場所は慎重に選びましょう。
8平坦で安定のよいところ
8風通しがよく、湿気のないところ
8雨つゆや直射日光が当たらないところ

6 メインスイッチの電源を切っておきましょう。

6 後輪錠をかけましょう。
 保管するときは、いたずらや盗難を予防するために必ず後輪
錠をかけましょう。

w

q

後輪錠

メインスイッチの切り忘れは、バッテリーの放電をはやめま
す。このため次回乗車時に充電不足によりパワーアシストシ
ステムが作動しなくなることがあります。

日々の保管のしかた

q注  意
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長期間（１か月以上）HYDEE.Ⅱを使用しないときは、以下の要領でバッテリーを保管してくだ
さい。

6 車両から取り外し、室内の涼しく（10～ 20℃）
 湿気のない場所で保管してください。

長期間（1か月以上）保管して再び使用する場合は、使用する前日に必ず充電をしてから乗る
ようにしましょう。（通常の充電よりも若干時間がかかる場合があります。）
また 6か月以上保管して再び使用する場合は、販売店で点検・整備（有料）をお受けになって
からご使用ください。

6 バッテリーの残量を 1～ 2灯の状態にして保管ください。

6 月に一度はバッテリー残量を確認してください。
　1灯点滅になっていれば 10分程度充電し、残量が著しく低下しないようにしてください。

保管のしかた

長期間保管するときのバッテリーの取り扱い

長期間保管して再使用するとき

車両から取り外しておく場合、車両側のバッテリー装着部にほこりなどが付着しないよう、
また端子などに水滴がついて錆びないように、サイクルカバー（別売り）をかけましょう。

q注  意

8バッテリーは「満充電」または「空」の状態で放置すると消耗が早まります。
8保管時も自己放電によりわずかずつ放電し、容量が低下します。

要　点

8 自転車を廃棄するときは、各地区のゴミ分別や回収のルールに従ってください。
8 バッテリーは資源リサイクル可能です。寿命がきて使用済みになったバッテリーは販売店で
回収・リサイクルしてもらってください。

自転車を廃棄するとき
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もしもこんなときは

症状および確認内容 対処方法 ページ

メインスイッチの電源は入って
いますか？

電源を入れてください。 45

オートエコモードプラスになっ
ていませんか？

オートエコモードプラスの特徴です。平らな道
や下り坂など、ペダルを踏む力が弱くなると、
アシストが停止します。
⇒  必要に応じて標準モードまたは強モードに
切り替えてください。

41

アシストオフモードになってい
ませんか？

アシストオフモードの特徴です。アシストは停
止しています。
必要に応じて走行モードを切り替えてくださ
い。

41
42

バッテリーは確実に取り付けら
れていますか？

充電済のバッテリーを確実に取り付けてくださ
い。

29

バッテリー残量メーターは 0（ゼ
ロ）の速い点滅をしていません
か？

バッテリーの容量が 0（ゼロ）です。充電をし
てください。

30

タイヤの空気圧が低くありませ
んか？

自転車用空気入れを使用し、適切な空気圧まで
空気を入れてください。

36

メインスイッチの電源を入れて
から、5分以上ペダルに踏力を
かけない状態が続いていません
か？

自動電源オフ機能が作動しました。再度、電源
を入れなおしてください。

45

気温が高いところで使用してい
ませんか？
または走行負荷が大きい走りか
た（長い坂道や重い荷物を積載）
をしていませんか？

バッテリーまたはドライブユニットの温度が上
がったための制御で、異常ではありません。 温
度が下がれば回復します。HYDEE.Ⅱへの負荷
を軽くし、バッテリーやドライブユニットを少
し休ませてから再度使用してください。
⇒ 通常使用している変速位置よりシフトダウン
してご利用いただくと、症状がでにくくなり
ます。（例：＜ 2速＞→＜ 1速＞）

59

気温が低いところで使用してい
ませんか？

気温が暖かくなると回復します。また、バッテ
リーを温度が 10 ～ 20℃の屋内で保管してお
いて使用すると、この症状を軽くすることがで
きます。

―

メインスイッチが異常表示や異
常点滅をしていませんか？

「メインスイッチが異常表示・異常点滅する」
をご参照ください。

81

ペダルが重い・アシストしない
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もしもこんなときは

ペダルが重い・アシストしない（つづき）

症状および確認内容 対処方法 ページ

走行中にメインスイッチの表示
が全て消灯した。 パワーアシストシステム内部のトラブルが考え

られます。ご使用を止め、販売店で点検をお受
けください。

―
電源ボタンを押しても電源が入
らない。

症状および確認内容 対処方法 ページ

バッテリーは満充電されていま
すか？

満充電になるまで充電してください。
バッテリーが十分充電できていないと、走行距
離が短くなります。ただし、バッテリーが満充
電されていてもバッテリー寿命によってバッテ
リー容量が低下している場合は、走行距離が短
くなります。

31
40

タイヤの空気圧は適正ですか？

適正な空気圧になるようにタイヤに空気を充填
してください。
タイヤの空気が減っていると、走行抵抗が大き
くなり、走行距離が短くなります。

36

重い変速位置ばかりの使用や、
坂道での連続使用をしていませ
んか？

平地、坂道等の走行条件に合った走行モードと
変速シフト位置でご利用ください。
高負荷運転となり、バッテリー消費が早くなり
ます。

41

温度が高いところや低いところ
で使用していませんか？

気温が適温（15～ 25℃）になると回復します。
真夏や真冬はバッテリー性能が落ちることがあ
ります。
特に冬場は使用される直前まで、バッテリーを
室内などの温かい場所に保管されることをお勧
めします。

21

車輪はスムーズに回りますか？

乗車前点検を実施し、調整が必要な場合は、お
買い上げ販売店にご相談ください。
前後ブレーキが掛かった状態など、車輪がス
ムーズに回らない場合は、走行抵抗が大きくな
り、走行距離が短くなります。

34～ 37

信号や交差点等、発進、停止を
多く繰り返していませんか？

発進時には大きな電力を使用するため、バッテ
リー消費が早くなります。

―

走行距離が短い
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もしもこんなときは

走行距離が短い（つづき）

症状および確認内容 対処方法 ページ

バッテリーが消耗していません
か？

一充電当たりの走行距離が著しく短くなり、回
復する兆しがない、また上記に該当しない場合
は、バッテリー交換時期といえます。バッテリー
を交換してください。

22～ 23

充電できない

症状および確認内容 対処方法 ページ

電源プラグはしっかり接続さ
れていますか？　また、バッテ
リーは確実に接続されています
か？

もう一度、接続をやりなおして充電してくださ
い。

30

充電器の充電ランプは点灯して
いますか？ もう一度、接続をやりなおして充電してくださ

い。
30

バッテリーのバッテリー残量ラ
ンプは点灯していますか？

充電中に、充電器の充電ランプ
が緑色に点滅し、バッテリーの
バッテリー残量ランプが 4灯同
時に点滅する。

故障ではありません。バッテリー内部の温度が
過度に高いか、または過度に低くなっていて、
充電待機の状態です。バッテリー内部温度が充
電に適した温度になると充電が開始されます。

31

バッテリーを充電器に接続した
とき、充電器の充電ランプが緑
色に点滅し、バッテリーのバッ
テリー残量ランプの 1灯目が点
滅する。

故障ではありません。充電開始前の準備状態で
す。しばらくすると充電が開始されます。

31
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もしもこんなときは

異音・異臭あるいは煙がでる

症状および確認内容 対処方法 ページ

パワーアシスト機構から普段と
異なる音や異臭、煙がでる。

ご使用を中止してただちにメインスイッチの電
源を切り、販売店で点検をお受けください。

―

充電器から異音や異臭、煙が
でる。

充電を中止してただちに充電器の電源プラグを
抜き、販売店で点検をお受けください。

30

充電器が熱い

症状および確認内容 対処方法 ページ

手で触れることができる程度。
充電中は多少の熱（約 40 ～ 60℃）を持ちま
すが、故障ではありません。

―

手で触れることができないほ
ど熱い。

使用を中止してただちに充電器の電源プラグを
抜き、販売店で点検をお受けください。

―

バッテリー残量メーター／バッテリー残量ランプが表示しない

症状および確認内容 対処方法 ページ

アシストはするが、メインス
イッチのバッテリー残量メー
ターが消灯している。

バッテリーを取り外し、バッテリーの接続端子
を乾いた布や綿棒で清掃してください。清掃後、
バッテリーを取り付けてください。

28

充電したが、メインスイッチの
バッテリー残量メーターが“FL”
表示しない。

メーター表示切替ボタンを押して、バッテリー
残量メーターに切り替えてください。

61

温度が 15 ～ 25℃の屋内で、もう一度充電し
てください。

21

充電終了後、バッテリーのバッテ
リー残量表示ボタン“ ”を押
してもバッテリー残量ランプが
全部点灯しない。

再度、接続しなおして充電してください。
⇒  充電の途中で、電源プラグまたはバッテリー
が抜けたおそれがあります。

30
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もしもこんなときは

バッテリー残量ランプが異常表示・異常点滅する

症状および確認内容 対処方法 ページ

4灯同時速い点滅 
＜0.1秒間隔＞ 

バッテリーを充電器に
接続してから約 2秒間、
バッテリー残量ランプが
4灯同時に速く点滅（約
0.1 秒間隔）し、その後
充電中の表示に切り替わ
る。

故障ではありません。長期使用
のお知らせ機能が作動していま
す。引き続きお使いいただけま
すが、一充電あたりの走行距離
が短く、アシスト力が弱く感じ
る場合はバッテリーの交換時期
です。販売店でバッテリーを交
換してください。

22

症状および確認内容 対処方法 ページ

バッテリー残量メーター
が“Er”と表示する。

エラー信号またはパワーアシス
トシステム内部のトラブルが考
えられます。
自動的に全てのランプ類が消灯
するまで 5分間放置してくださ
い。消灯を確認した後、再度電
源を入れてください。
電源を入れなおしても同じ症状
がでる場合は、ご使用を止め、
販売店で点検をお受けください。

62

走行モードランプとメー
ター表示ランプが交互に
速く点滅する。

走行モードランプ 

選択されている走行モー
ドランプが点滅する。

スピード（車速）センサーが正し
く信号を検出できない状態が続
くと点滅します。
しばらく走行を続けるか、電源を
入れなおしてください。
同じ症状がでる場合は、ご使用を
止め、販売店で点検をお受けくだ
さい。

62

消灯 

残りアシスト走行可能距
離メーターが消灯する。

アシストオフモードになってい
ませんか？
アシストオフモードの特徴であ
り故障ではありません。

42

メインスイッチが異常表示・異常点滅する
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もしもこんなときは

充電中にランプが異常点滅する

症状および確認内容 対処方法 ページ

充電中に、充電器の充電
ランプが赤色で点滅し、
バッテリーのバッテリー
残量ランプ 1 灯目と 4
灯目が同時に点滅する。

保護機能が作動して使用できな
い状態になっています。販売店
でバッテリーを交換してくださ
い。

―

充電中に、充電器の充電
ランプが赤色で点滅し、
バッテリーのバッテリー
残量ランプ 1 灯目と 3
灯目、2灯目と 4灯目が
点灯し、交互に点灯と消
灯を繰り返す。

接続端子の接触不良が考えられ
ます。バッテリーを一旦充電器
から取り外し、バッテリー残量
表示ボタン“ ”を押してバッテ
リーの残量をご確認ください。4
灯全ての点灯ではないことを確
認してから、再度バッテリーを
充電器に取り付けてください。

―

オートライトシステムが作動しない

症状および確認内容 対処方法 ページ

メインスイッチの電源は入って
いますか？

電源を入れてください。

63

照度センサーが汚れていません
か？

照度センサーの汚れをふき取ってください。

照度センサーをカバーなどで
覆っていませんか？

照度センサーが周囲の明るさ（照度）を検出で
きないため、オートライトシステムが正常に作
動していません。照度センサーを覆っているも
のを取り除いてください。

ライトボタンを押しましたか？

故障ではありません。ライトボタンを押して
前照灯を点灯または消灯させた場合、メイン
スイッチの電源を切り、再度電源を入れるまで
オートライトシステムは無効になります。
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もしもこんなときは

症　　　状 対　　　応

ブレーキの効きが異常に強すぎる。
（急激に効く） この状態は内部のグリス切れが考えられますので、販売

店でローラーブレーキ専用グリスをグリス穴から補給し
てください。

ブレーキの効きが異常に弱すぎる。

ブレーキをかけたとき、キーキー不
快な音鳴りがする。

ローラーブレーキ（後ブレーキ）

異常な状態 原　因 対　応

後
輪
錠
開
錠
の
と
き

後輪錠のツマミが戻らない

カンヌキがスポークやタイ
ヤバルブに当たって、戻ら
ない

カンヌキがスポークやタイヤバ
ルブから離れるように、後車輪
をゆっくり回転させ、ツマミが
戻ることを確認してください

油がきれて動きが悪くなった
カンヌキスライド部に注油して、
ツマミが戻ることを確認してく
ださい

キー操作がされていない
キーを正しく差込み時計方向に
回して、ツマミが戻ることを確
認してください

内部・連動機構の異常 お店にご相談ください

後
輪
錠
施
錠
の
と
き

施錠できない

カンヌキがスポークやタイ
ヤバルブに当たり、施錠で
きない

カンヌキがスポークやタイヤバ
ルブから離れるように、後車輪
をゆっくり回転させ、施錠でき
ることを確認してください

セーフティボタンを押して
いないためツマミを操作で
きない

セーフティボタンを押したまま、
ツマミを操作して施錠できるこ
とを確認してください

内部・連動機構の異常 お店にご相談ください

後輪錠
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もしもこんなときは

テモトデロック

症　　状 チェック 対　　　応

操
作
レ
バ
ー
セ
ッ
ト
解
除
時

ハンドル操作の異常
（音がする、引っか
かるなど）

連動ワイヤに異物が引っか
かり、連動ワイヤが折れ曲
がっている。

異物を取り除いて、連動ワイヤの
曲がりをとってから、再度ハンド
ルの操作を確認してください。

解除レバーが引き上げ切れ
ていない。（ロックレバー
が上側にない）

再度解除レバーを引き上げて、ロッ
クレバーが上側に戻ることを確認後、
ハンドル操作を確認してください。

内部・連動機構の異常 \ 乗車せずに販売店
にご相談ください。

解除レバーを押して
も、ロックレバーが
上側へもどらない
（表示がロック（赤）
表示のまま）

内部・連動機構の異常
\ 販売店にご相
談ください。レバーが別部品に接触して

動かない。

操
作
レ
バ
ー
セ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
時

ハンドルがロック
（半固定）されない。

ハンドルがロック位置より
回転方向にずれているため、
ロック（半固定）できない

ハンドルを少し回転させて、ロッ
ク（半固定）されるかを確認し
てください。

内部・連動機構の異常 \ 販売店にご相
談ください。

ロックレバーが下が
らない。
下側に固定されな
い。

解除レバーを「引き上げなが
ら」の操作をしていないため。
（安全機構を解除する）

解除レバーを引き上げながら、ロッ
クレバーを操作して、ロック（半固
定）ができるかを確認してください。

ロックレバー操作終了後も、
解除レバーを引き上げ操作
しているため。

以下のいずれかの操作方法をし
て、ロックができるかを確認し
てください。
Ａ：解除レバーを引き上げ、ロック

レバーが動き出したら、解除
レバーの引き上げ操作をやめ
て、ロックレバー操作を行う。

Ｂ：解除レバーを引き上げ、ロック
レバーが下側に突き当たっ
たら、解除レバー操作止め、
その後、ロックレバーから指
を放す。

内部・連動機構の異常 \ 販売店にご相
談ください。レバーが別部品に接触して

動かない。
ハンドル固定力の
低下 内部・連動機構の異常 \ 販売店にご相

談ください。

表示：ロック（赤）
ロックレバー：下側固定）（

ロックレバー 

解除レバー 

）（ 表示：解除（青）ロックレバー：上側

解除しても、ハンドル操作に音や引っかかりなどの異常があって直らない場合には、乗車せ
ずに販売店にご相談ください。走行中ハンドル操作ができなくなり、転倒や事故につながる
おそれがあります。

q警  告
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自転車安全整備店で点検整備を行い、基準に適合した安全な自転車に
このマークを貼ることができます。（有償です。）
このマークには、傷害保険と賠償責任保険が付帯されており、万一の
事故の際に利用することができます。
詳しくは、お買い求めの販売店にご相談ください。

8 ブレーキは最も重要な機構です。乗車前点検に加え、定期的に販売店での点検を受けるよ
うにしてください。

8 ブレーキワイヤについては異常がなくても、2年毎に交換してください。

定期点検／普通自転車点検整備済みTSマーク

普通自転車点検整備済みTSマークについて（新車には貼付されていません）

定期点検

q警  告

6初回（2ヶ月または100km走行後）点検
お買いあげいただいたHYDEE.Ⅱは工場で厳密な検査を施した後に出荷されていますが、まれ
に使用後 1～ 2か月の間に、ボルトなどのゆるみが生じることがあります。この期間内に、お
買いあげいただいた販売店にHYDEE.Ⅱと保証書／点検・整備の記録をお持ちの上、点検・整
備を受けてください。また、使用状況などにより部品の交換が必要な場合は、有料となること
がありますので、あらかじめご相談ください。
尚、点検整備は有料です。

6定期点検
いつまでもHYDEE.Ⅱを大切にお乗りいただくために、異常を感じたら、またはお買い上げい
ただいてから 6ヶ月、12ヶ月、その後は 1年毎に販売店で定期点検を受けましょう（有料）。
消耗した部品や、異常箇所をそのままにしてお乗りになると大変に危険です。定期点検は人間
でいえばいわば人間ドックのようなものです。定期的に点検をすることで、HYDEE.Ⅱの優れた
性能をいつまでも引きだしていただけます。また、定期点検を実施していない場合には保証の
適用をうけられないことがありますので、あらかじめご了承ください。

点検・整備は販売店で、自転車安全整備士・自転車技士（自転車組立整備士）、またはそれと同
等の技能を有する者により受けてください。
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お買いあげいただきましたブリヂストン〈HYDEE.Ⅱ〉を構成する純正部品に、材質または製造
上による不都合が生じた場合は、消耗部品を除き保証書（ロビンフッド手帳）に示す条件に従い、
その部品の交換または補修により無料で修理を行います。詳しくは保証書をご覧ください。

※ 型式認定済標章と車種表示マークはバッテリーを外さないと読めません。
※ 車体 No（番号）は、防犯登録する時に使います。

保証制度／基準適合標章（TSマーク）

保証制度

このマークは、道路交通法の規定に適合し、国家公安委員会
の型式認定を取得した製品にのみ表示されるもので、安心し
て電動アシスト自転車としてご利用頂ける証明です。
このTSマークには、保険は付帯していません。

型式認定済標章（新車に貼付してあるTSマーク）

マークの貼付・表示位置

型式認定済標章 

車種表示マーク 

車体No

BAAマーク 
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BAAマークが貼付された自転車は、安全で長持ちする自転車を目標
に、社団法人自転車協会が定めた自転車安全基準に基づく型式検査
に合格した適合車です。万が一製造上の欠陥で事故が発生した場合
は、製造・輸入事業者の責任で補償致します。（社団法人自転車協会
が直接利用者の皆様への補償を致すものではありません。）

q にぎり
 雨天時でも、にぎりが回転したり、抜け
たりしないか離脱力を確認。

w ハンドル
 駐輪場で転倒してもハンドルが破損しな
いか、10kg のおもりを 500mmから落下
させる衝撃試験により確認。

e ブレーキ
 ブレーキワイヤの切断強度（1.5kN 以上）、
繰返し強度（15kg のおもりを 10,000 回
上下）を確認。

r 前照灯
 夜間の無灯火自転車による衝突事故を防
止するために、自動または手元で点灯操
作ができる前照灯を装着。また、必要な
明るさが確保されているか性能を確認。

t リフレックスリフレクター
 夜間の走行安全性を考慮し、リヤリフレ
クターに加えフロントリフレクター、ペ
ダルリフレクターおよび側面２ケ所にサ
イドリフレクターの装備を義務づける。
フロントリフレクターは、夜間前方 100m
から反射光の視認性を確認。

BAAマーク

HYDEE.Ⅱには「BAAマ－ク」が貼付されています。

自転車安全基準の主な内容
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BAAマーク 

y 前ホーク
 前ホークの強度を確認するために、前
ホークの耐久試験（± 440N [ 非鉄系は±
600N] の荷重を 100,000 回）を実施。

u どろよけ
 前輪用どろよけが、タイヤに接触して巻
き込まれることのないようDIN（ドイツ規
格）により強度を確認。

i ペダル
 樹脂製ペダルの強度を確認するためにDIN
（ドイツ規格）にならい、ペダル体引抜試験、
衝撃試験を実施。

o ギヤクランク
 ギヤクランクの強度を確認するために、
静荷重試験 (1500N)、動的試験 (1400N
の踏力を合計 75,000 回 ) 実施。

!0車輪
 車輪の強度、品質を確認するために、縦
振れ、横振れの許容値 (1.5mm以下 ) を強
化、車輪の静荷重試験 ( 側方に 300N の
静荷重 )、ハブの回転摩耗試験、タイヤの
リム外れ試験を実施。

!1 制動性能
 晴天時はもちろん、雨天時にも安全円滑
に停止できるよう、制動性能規定をDIN（ド
イツ規格）並に強化。

!2 フレーム
 フレームの強度を確認するために JIS の
耐振性試験に加えて、DIN（ドイツ規格）
のフレーム動的試験を実施。

○ ねじ
 粗悪なネジを排除するために、ネジの強
度を確認。

＊ 1N（ニュートン）は、約 0.102kg の力を
表します。

＊ DIN は、ドイツ規格協会が制定する国家規
格であり、主要部品の強度・耐久性や制
動性能試験、各種表示などに特徴がある。

自転車安全基準の主な内容（つづき）
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防犯登録／盗難補償／保険について

法律により防犯登録は義務づけられています。かならず実施してください。
蘆 制度の意義
 防犯登録は「自転車の安全利用の促進および自転車駐車場の整備に関する法律第12条第3項」
により義務づけられています。これは多発する自転車の盗難、さらに盗難自転車が駅前など
に放置され、市民生活に支障を来たす状況を改善することを目的に制定されました。

蘆 登録のしかた
 防犯登録はお買い上げの販売店で行います。防犯登録は有料です。
蘆 自転車が盗難にあった場合
 地元の警察署に盗難届けを出してください。この時防犯登録ナンバーが必要になります。防
犯登録ナンバーが不明だと自転車が見つかりにくくなります。防犯登録カードは保管してお
いてください。

防犯登録について

蘆 盗難補償を受けるためには、盗難補償書に記載の期日にまでに、次のいづれかの加入手続き
が必要です。

 ①弊社ホームページから「オンライン登録」で登録する
 ②ロビンフッド手帳に記載のQRコードから携帯電話で「オンライン登録」する
 ③ ロビンフッド手帳のブリヂストンサイクル盗難補償カード（ハガキ）に必要事項を記入の

上、投函する
 　※ お買い上げ日欄が未記入であったり、不実の内容を記入された場合には盗難補償は受け

られません。
 　※ 弊社からお客様へ、ブリヂストンサイクル盗難補償カード（ハガキ）受け取り完了のご

連絡は差し上げられませんのでご了承ください。
蘆 上記、加入手続き前に遭われた盗難に関しては、補償が受けられませんのでご注意ください。
蘆 詳細は盗難補償書をご覧ください。

盗難補償について

蘆 万が一の事故に備えて、対人対物賠償保険に加入することをおすすめします。（弊社では保険
の取扱はしていません）

保険について
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スペアキーのご注文は、お買い上げ店にキーNoと車種をご指定の上ご注文ください。

蘆 ご注文からスペアキーの納品には 10日以上かかる場合があります。
蘆 部品の生産終了や在庫切れにより、対応できなくなる場合もあります。
蘆 スペアキーは元のキーに対してつまみの形状などが異なる場合があります。
蘆 お客様の自転車の車体Noなどから、キーNoを弊社で調べることはできません。
 （弊社には 1台ごとのキーNoデータはありません。）
蘆 紛失する前にキーNoを控えておくことをおすすめします。（裏表紙）
蘆 キーNoがわからないと、スペアキーは注文できません。
蘆 防犯上の理由からスペアキーの対応ができない場合もあります。
蘆 自転車のスペアキーは、一般に鍵屋さんでは作れません。

q注  意

スペアキーについて
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点検・整備の記録

点検・整備項目有料

　　V＝異常なし　A＝調整・注油　△＝修理　×＝交換　T＝締付　C＝清掃・その他

   ■実施年月日                                                ・ ・        ・ ・        ・ ・       ・ ・       ・ ・       ・ ・        ・ ・        ・ ・

   ■実施者氏名

                                                                                                

パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
機
構

P.A.S. 各部の取付状態と作動

パワーユニットからのグリス漏れ、異音の有無

充電コンセントの取付具合と損傷

バッテリーの取付状態とロックの作動

バッテリーの消耗具合

電気配線の接続部のゆるみと損傷

カバー類固定用ボルトのゆるみ

バッテリー残量ランプの表示

バッテリーの固定状態

パワーユニット固定用ボルトのゆるみ

ブレーキ各部の作動と取付状態、注油の有無

ローラーブレーキの鳴き、振動の有無
（1年毎専用グリス充てん）

車

両

本

体

                 点　検　項　目              初回    ６か月   １年    ２年    ３年    ４年     ５年    ６年

前照灯の取付状態と機能

チェーンの張りと摩耗、注油の有無

ロックキーの取付状態

リフレクタ（反射板）の取付状態と汚れ、損傷
（ソーラーテールランプを含む）

スタンドの取付状態と機能

前後の車軸の締付とがたつき

フリーホイルの回転具合と注油の有無

変速機の取付状態と作動

前後の泥よけとチェーンカバーの取付状態

サドルの取付状態と位置

車体の長さと幅、フレームと前ホークの形状
と取付状態

ハンドルの取付状態、回転具合とがたつき

ベルの取付状態と鳴り具合

ブレーキのききめと各部の摩耗状態、ブレー
キの調整

リムの変形と振れ、スポークの変形・張り具合

タイヤの取付状態、摩耗、損傷、空気圧

ペダルとギヤクランクの取付状態と回転具合

バスケットの取付状態と位置

キャリヤの取付状態と位置
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※ 1 業界新規定の標準パターン、および 4°登坂連続パターンで走行したときの弊社データ
 バッテリー新品、気温 15 ～ 25℃、車載重量 65kg（乗員および荷物を合計した重量）、平滑乾燥路面、無風、無点灯状態で、

強モード（パワーモード）で走行。
※2 長期放置したバッテリーを充電した場合、電池の状態により充電時間が延びることがあります。
※3 お買い求めいただいたHYDEE.Ⅱに装備されているバッテリーと充電器を使用した場合のおおよその時間です。バッテリー

の種類および充電器の種類によって充電時間は異なります。

諸　　元 HY684（26インチ）

寸

法

全 長 1,860mm
全 幅 560mm
サ ド ル 高 745～ 880mm
軸 間 距 離 1,165mm
タ イ ヤ サ イ ズ 26× 1.95 HE

車 両 重 量 30.2kg

性

能

補助速度範囲
比 例 補 助 0km/h 以上～ 10km/h 未満
逓 減 補 助 10km/h 以上～ 24km/h 未満

1充電あたり
の走行距離

標 準 パ タ ー ン 32km※ 1

4°坂連続登坂パターン 11km※ 1

電
動
機

形 式 ブラシレスDC式
定 格 出 力 240W

補 助 力 制 御 方 式 踏力比例制御式

蓄

電

池

品 番 P5342（ホワイト）、P5343（ブラック）
種 類 リチウムイオン電池
定 格 電 圧 25.2V
定 格 容 量 8.4Ah
T   　y   　p .　  容    　　　量 8.7Ah

充

電

器

品　　　番　　　（型　　　式） P5518（X92）
形 式 スタンド式
電 源 AC100V（50Hz-60Hz）
消 費 電 力 70W
充 電 時 間 約 2時間 30分※2※ 3

充 電 で き る バ ッ テ リ ー P5342（ホワイト）25.2V-8.4Ah（28セル）
P5343（ブラック）25.2V-8.4Ah（28セル）

変 速 機 方 式 リヤハブ、内装 3段
駆 動 補 助 装 置 の 種 類 及 び 型 式 チェーン出力方式クランク一体型

制 動 装 置
前 カンチレバー形ブレーキ
後 内拡式ローラーブレーキ

照 明 装 置 バッテリーライト

製品仕様
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メモ
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山葉 





お買いあげいただいた販売店

お買いあげいただいた販売店が点検・修理をはじめ、サービスのご相談などをお受けいたします。

サービスの実施

IA01-069
4, A

 〒 362-8520 埼玉県上尾市中妻３丁目１－１
 お客様相談室
 受付時間： 9:00 ～ 12:00／13:00 ～ 17:00
  （土・日・祝日及び弊社指定休日は休み）

 電　　話：  0120-72-1911、　FAX： 048-772-5316
  （国際電話・インターネット電話でのご利用はできません。）

お買いあげいただいたHYDEE.Ⅱの記録

蘆キーNo　　　　　　　　　　　　　　　　
　※ スペアキーをご注文する時にはキーNoが必要ですので、お客様が記録しておいてく
ださい。

　※スペアキーのご注文はお買い上げの販売店へご相談ください。

キーNoはここにあります。

蘆防犯登録番号
　※防犯登録票より転記してください。

蘆車体No
　※表示場所はP86参照。

バッテリーと充電器販売のご案内

蘆リチウムイオンバッテリー 8.7Ah
　注文番号：P5342（ホワイト）、P5343（ブラック）

蘆リチウムイオンバッテリー 12.8Ah
　注文番号：P5474（ホワイト）、P5473（ブラック）

仕様変更や共通化などにより、注文番号が変更になる場合があります。
ご購入の際は、販売店にご相談ください。

蘆通常充電器
　注文番号：P5431

蘆急速充電器
　注文番号：P5518


